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4月4日、「ピンクリボンウォーク2015」の展示ブースに参加しました。7回目の出展でしたがいつも天候に

恵まれず、今回も終日雨天の寒い日となりました。内容に関しては、乳がんのしこり体験、マンモグラフィ

検査のビデオ放映、乳がん検診の紹介、放射線被ばくの相談、写真やパネルの展示、各種画像検査の啓発・

説明や不安解消、放射線に関わる資料の無料配布など多岐にわたり、われわれ診療放射線技師の職業説明

も併せて行いました。

ブースへ訪れていただいた人たちには、しこり体験の説明など丁寧な対応をしましたが、中には「宗教の

団体？」、「写真屋さんの集まり？」とか、「レントゲン屋さん？」など、さまざまなことも聞かれました。

そもそもピンクリボン運動とは、アメリカにおいて乳がんで亡くなられた患者さんの家族が「このような

悲劇が繰り返されないように･･･」との願いを込めて創った“リボン”から始まった乳がんの認知活動であ

り、このリボンは乳がんに対する理解と支援を促す運動のシンボルマークとなっています。アメリカの乳が

ん発生率は7人に１人、日本では年間約5万人が罹患し女性の悪性腫瘍の第１位です。約14分間に１人が乳

がんに罹り、約50分間に１人が亡くなっており、女性の死亡病因では14人に１人が乳がんです。先進国の中

で日本はこの死亡率が年々増えています。かつて死亡率の高かったアメリカやイギリスでは、国を挙げて乳

がんに対する啓発とマンモグラフィ検診を普及させ、早期発見に力を入れてきました。実際にアメリカでは

マンモグラフィを取り入れた集団検診が行われるようになった結果、50歳以上の女性の乳がん死亡率がなん

と20～25%も減少したという報告もあります。

他の啓発活動として、レッドリボンはエイズ・HIV、イエローリボンは自殺防止や膀胱がん、ダークブル

ーリボンは乳幼児虐待防止、ライトブルーリボンは小児がんや前立腺がん、ジグソーリボンは自閉症などが

あり、リボンの色とその意味が約25種類もあります。われわれ診療放射線技師は、技師会としても啓発活動

をどんどん行っていかなければ･･･と思います。また、来る5月16日には「看護フェスタ2015」が開催されま

す。そちらでもブースを設けて啓発活動を行います。さぁ皆さんも参加しましょう。

一方、4月1日より施行された診療放射線技師の業務拡大として、下記3点があります。

１）造影剤の血管内投与に関する業務

２）下部消化管検査に関する業務

３）画像誘導放射線治療（IGRT）に関する業務

これらに対する教育と研修講習が義務として新たに課せらせます。しかし、文頭で述べたように、まだまだ、

診療放射線技師の仕事の内容を理解していない人達がたくさんいるのも現実です。日々誇りを持って切磋琢

磨し、世のため人のため邁進しましょう。

副会長　葛西一隆

ピンクリボンウォーク活動と診療放射線技師
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公益社団法人東京都診療放射線技師会
第66回定期総会開催について（招集通知）

開　催　日：平成27年6月27日（土）

受 付：15時00分～

総 会：15時30分～

会　　　場：日暮里サニーホール

荒川区東日暮里5－50－5 ホテルラングウッド4階　

Tel 03-3807-3211

交 通：JR日暮里駅南口より徒歩1分

議　　　事：第１号議案　平成26年度事業報告（案）

第２号議案　平成26年度決算報告（案）

平成26年度監査報告

第３号議案　平成27年度事業計画（案）

第４号議案　平成27年度予算（案）

以上

平成27年5月7日

公益社団法人東京都診療放射線技師会

会長　篠原　健一

記

お願い

１．ご出席の際は、必ず総会資料である会誌

「東京放射線」5月号をご持参ください。ま

た、「第66回定期総会議事の表決について」

および「委任状」を同封いたしました。総

会に出席できない方は、必要事項をご記入

の上、必ず投函をお願いします。

２．定期総会議事について書面表決された方は、

「委任状」へのご記入は不要です。

３．本会告をもって招集通知と致します。多数

の会員のご出席をお願いします。

標記につきまして、本会定款第14条の規定に基づき、定期総会を下記の日程で開催しますので、正会員の方々の

ご参集をお願い致します。また、やむを得ない理由のため総会にご出席できない方は、定款第18条に基づき、期日

までに書面評決表の投函をお願い致します。
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第55回きめこまかな生涯教育
テーマ「CT（肺がんを見逃すな！）」

今回はCT撮影時の肺がんについて集中的に勉強をしたいと思います。

CT検査における肺がん検出に対する感度は高く、有用とされています。

今回は肺がんを中心に胸部呼吸器系CT検査上、理解すべき、基礎知識力、基礎技術力、読影力を習得

したいと思います。

多くの方の参加をお待ちしております。

日　　　時：平成27年5月23日（土）15時00分～17時20分（14時30分受付）

場　　　所：公益社団法人　東京都診療放射線技師会研修センター

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里2－22－1 ステーションプラザタワー505

ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分

受 講 料：会員2,000円、非会員10,000円（当日徴収）

申 込 方 法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の研修会申し込み、または会誌の研修会等申込用紙に

て、事務所にFAXでお申し込みください。

カウント付与：日本診療放射線技師会生涯教育2.5カウント付与

問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　E-Mail：gakujitu@tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会 事務所　TEL・FAX：03-3806-7724

以上

記

15:00－15:30 「呼吸器系解剖とCT画像解剖・肺がん病理」

日本大学医学部附属板橋病院　比内　聖紀　氏

15:30－16:15 「CT撮影技術・被ばく・画像処理」

順天堂大学医学部附属順天堂医院　稲毛　秀一　氏

16:20－17:20 「肺がんを見逃すな（疾病とCT画像情報）」

北里大学北里研究所病院　小林　隆幸　氏

～プログラム～
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第46回
日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞

「ミエログラフィ」
～造影検査からCT撮影まで～

記

日　　　時：平成27年6月12日（金）19時00分～20時30分
場　　　所：東京都済生会中央病院　新棟7階 第1会議室　　〒108-0073 東京都港区三田1－4－17
ア ク セ ス：赤羽橋駅赤羽橋口出口から徒歩約2分　

芝公園駅A2出口から徒歩約6分
麻布十番駅3出口から徒歩約9分

受　講　料：診療放射線技師500円（当日徴収）、一般・新卒かつ新入会員ならびに学生　無料
申 込 方 法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の研修会申し込み、または会誌の研修会等申込用紙に

て、事務所にFAXでお申し込みください。
カウント付与：日本診療放射線技師会生涯教育1.5カウント付与
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　E-Mail：gakujitu@tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会 事務所　TEL・FAX：03-3806-7724

第46回日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞の第2弾はミエログラフィを
取り上げます。

ミエログラフィは整形領域で昔から行われている検査の一つです。検査内容は習得しているも
のの疾患に対する知識はやや不足している感があるかと思います。今回は検査の基本から症例な
ど含め、幅広く解説を予定します。

多くの参加をお待ちしております。

19:00－19:10 技師会紹介
19:10－19:30 ミエログラフィの基礎（解剖、検査方法（透視））

公立福生病院　　　　　佐藤　靖高
19:30－20:15 ミエログラフィのCT（CT 検査および臨床）

東京都済生会中央病院　河内　康志
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平成27年度診療放射線技師のための
「フレッシャーズセミナー」開催のお知らせ

第45・47回日暮里塾ワンコインセミナー「新入会促進セミナー」合同開催

主催　公益社団法人日本診療放射線技師会、公益社団法人東京都診療放射線技師会

このたび平成27年度診療放射線技師のための「フレッシャーズセミナー」を開催いたします。

これは公益社団法人日本診療放射線技師会と公益社団法人東京都診療放射線技師会の共同企画であり、新

人診療放射線技師を対象としたセミナーです。このセミナーの特徴は、医療者として必要な医療安全学、

医療感染学、エチケット・マナーを学ぶだけではなく、診療に対応できるよう知っておくべき基礎知識の

習得を目的として開催します。また同時開催として日暮里塾ワンコインセミナーを開催いたします。新入

会促進セミナーとして好評をいただいているセミナーでフレッシャーズセミナーと共通した部分が多く、

合同開催することでより内容が充実したセミナーになると考えております。

今回は同じ内容で2回開催いたします。ご都合の良い方を選びご参加ください。

記

日　　　時：1回目　平成27年5月31日（日）8時50分～17時10分（受付開始8時30分～）

2回目　平成27年6月14日（日）8時50分～17時10分（受付開始8時30分～）

場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里2－22－1 ステーションプラザタワー505

ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分

受講対象者：あらたに診療放射線技師として勤務する者を優先とする。

受　講　料：無料

申 込 方 法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の研修会申し込み、または会誌の研修会等申込

用紙にて、事務所にFAXでお申し込みください。

講習会修了基準：次のいずれかに該当する場合は、修了とみなしません。

ア）講習時間に対し、欠課の合計時間が１割を超えた場合

イ）欠課が15分を越えたコマが１つでもあった場合

生涯学習カウント：修了者は「学術研修」カウントが付与されます。

締 め 切 り：1回目　平成27年5月24日（日）

2回目　平成27年6月７日（日）

問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
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第13回ペイシェントケア学術大会
テーマ「がん患者をサポートする医療者」

開 催 日：平成27年6月27日（土）

開催場所：日暮里サニーホール（ホテルラングウッド4階）

〒116-0014 東京都荒川区東日暮里5－50－5

参 加 費：診療放射線技師1,000円 他職種および一般参加者　無料

主 　 催：公益社団法人東京都診療放射線技師会

後 　 援：東京都・荒川区・公益社団法人東京都看護協会・東京消化器内視鏡技師会

公益社団法人東京都臨床検査技師会・公益社団法人東京都歯科衛生士会

カウント付与：日本診療放射線技師会学術研修4.5カウント付与

以上

～プログラム～

９:55～　　 主催者挨拶 第13回ペイシェントケア学術大会大会長　篠原　健一
（公益社団法人東京都診療放射線技師会会長）

10:00～10:55 パネルディスカッションⅠ「がん検査をサポートする医療者」
１．消化器内視鏡技師として求められる役割 さくらい消化器科内科　堀内　春美
２．臨床検査技師（尿素呼気検試験）として求められる役割 日本大学医学部附属板橋病院　荒木　秀夫
３．診療放射線技師として求められる役割 （公財）東京都保健医療公社東京都がん検診センター �嶋　優子

座長　公益社団法人 東京都診療放射線技師会　学術教育委員　　比内　聖紀、鳥井志真子
11:00～11:55 パネルディスカッションⅡ「がん患者をサポートする医療者」

１．がん看護専門看護師として果たすべき役割 順天堂大学医学部附属順天堂医院　中野真理子
２．管理栄養師（術後の食事管理）として果たすべき役割 東京労災病院　奥田　恵子
３．歯科衛生士（口腔管理）として果たすべき役割 東邦大学医療センター大森病院　久保田玲子

座長　公益社団法人 東京都診療放射線技師会　学術教育委員　　野中　孝志、徳間　信子
12:00～12:45 ランチョンセミナー
「良質な消化管検査を支える検査器具、薬剤」

座長　公益社団法人 東京都診療放射線技師会第3地区委員長　平瀬繁男
13:25～14:10 教育講演
「胃がん検診から治療まで～バリウム検査の必要性と診療放射線技師の役割」

講師　埼玉県立がんセンター 腰塚　慎二　先生
司会　第13回ペイシェントケア学術大会副大会長　　白木　尚

14:15～15:00 特別講演（公開講座）
「カプセル内視鏡の現状と将来展望」

講師　富士フイルムメディカル株式会社　内視鏡超音波事業本部カプセル販促G 森本　淳　氏
司会　第13回ペイシェントケア学術大会大会長　　　篠原健一

＜会場外 カイゲンファーマ㈱、伏見製薬㈱、堀井薬品工業㈱による消化管検査関連製品展示＞
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記

日　　　時：平成27年7月16日（木）19時00分～20時30分（18：30 受付開始）

場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里2－22－1 ステーションプラザタワー505

ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分

受　講　料：診療放射線技師1,000円（当日徴収）、一般・新卒かつ新入会員ならびに学生　無料

申 込 方 法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の研修会申し込み、または会誌の研修会等申込用紙に

て、事務所にFAXでお申し込みください。（申込フォームをご利用の際の主催は、“城東支部”を選

択してください）

問い合わせ：城東支部委員会　　　　E-Mail：shibu_jyoutou @tart.jp

第１地区委員長　齊藤　謙一

第２地区委員長　藤田　賢一

第７地区委員長　富丸　佳一

第14地区委員長　内山　秀彦

公益社団法人東京都診療放射線技師会 事務所　TEL・FAX：03-3806-7724

以上

平成27年度城東支部研修会

テーマ「異業種における接遇の取り組みについて」

講師　浅草ビューホテル　　総副支配人　鎌形　義雄　先生

昔は医療優位の環境でしたが、現在の医療は「医療もサービス業」であり患者や家族に対する接遇が必要である

という考え方は広く浸透してきています。また、医療経済が厳しくハード面での投資も困難な時代「接遇」＝「ホ

スピタリティ」は投資をかけず、すぐに取り組む事ができます。

画像診断部門にかかわる患者様あるいはご家族は、健康になんらかの不安や痛みを持って訪れます。そのような

状況で、限られた時間の中での「接遇」には、皆さんも苦労されていると思います。

今回は、異業種の方を講師に「接遇」について講演していただきます。医療同様、ホテル業も「接客」から「接

遇」へと対応し、環境など全てがあてはまりませんが、異業種の考え方・取り組み方を学ぶことにより、職場での

「接遇」のヒントになれば幸いです。

入職してルーチン業務に一段落した新人から教育・指導する立場の方も、また他部門の方もぜひ参加ください。
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平成26年度学術奨励賞

演　題　名 Digital Subtraction Angiography（DSA）非搭載心臓カテーテル専用装置を使用し

た下肢動脈炭酸ガス造影法の検討

発　表　者 渡邉　真弓

共同発表者 岩�徳夫、小林　豊、草間正造、渋谷香那、野口　健、萩原昭世、篠原健一

施　設　名 河北総合病院　画像診断部

発 表 学 会 第30回日本診療放射線技師学術大会

【受賞理由】
高性能な装置で高度で多岐にわたる放射線検査が施行されている一方、種々の事情により限られた

装置、機能で検査を施行している施設も少なくないと思われる。今回のようにDSA機能を搭載してい

ない装置を使用した検査法の検討は創意工夫が見られ、非常に興味をひく有意義な研究である。また

検討を進めるうえでも装置、検査法、画像に至るまで熟知した上で検討する必要性を求められ高い知

識と十分な経験が必要となる。

また他施設でも同じような環境の施設にとっては、一考の余地があるのではないかと思う。今後、さ

らなる研究を進めていただきたい。
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平成26年度新人奨励賞

演　題　名 全脊柱撮影における女性の生殖腺防護の検討

発　表　者 林　暎里１

共同発表者 渋谷綾子１、藤澤宏信１、加藤京一１、２、中澤靖夫２、３

施　設　名 昭和大学藤が丘病院放射線室１、昭和大学大学院保健医療学研究科２、昭和大学統括放

射線技術部３

発 表 学 会 第30回日本診療放射線技師学術大会

【受賞理由】
小児撮影に多い全脊椎撮影において生殖腺防護は大きな意味を持つ一方、立位撮影という環境から

技術的に困難を来す作業であり、また時間も要し検査への影響も懸念される。

本研究は統計的にデータを取得し、専用の防護衣を作成したことで、生殖腺防護の精度が向上し、

患者負担、検査時間も軽減できるなど有意義な研究と考えられる。今後も適応範囲を広げ、さらなる

検討を期待する。

平成26年度新人奨励賞

演　題　名 当院の接遇への取り組みについて

発　表　者 松永麻美

共同発表者 小野博史、藤田賢一、土田靜男

施　設　名 公益財団法人ライフ・エクステンション付属永寿総合病院放射線科

発 表 学 会 第30回日本診療放射線技師学術大会

【選出理由】
昨今、検査数の増加や多様化により検査、撮影を処理することに終始し、患者状態の観察が疎かに

なり時として嫌悪感を持たれ質が低下する場合も少なくない。われわれが気づかない環境下で患者から

の意見は重要な資料（意見）となる。

本研究は長期にわたり蓄積したデータをもとに患者意見を分析することで、従事するわれわれに有意

義な情報を提供したことは大きな意味を持つと考えられる。

患者に寄り添った検査、撮影構築は重要で接遇という点も高く評価される。今後も継続的な検討を

期待する。
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学術教育委員会からのお知らせ

日暮里塾ワンコインセミナーの開催は、研修センターのある日暮里を中心に開催をしておりましたが、

平成27年度は都内各所（6回予定）に出向き開催を予定いたします。

名称は「日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞」とし、一人でも多くの方に技師

会を見ていただき、入会ならびに自己研鑽の場として活用していただきたいと考えております。加えて東

京都診療放射線技師会が都民の医療を担う団体として、皆さまの協力のもと成長したいと考えております。

Part1 第44回日暮里塾ワンコインセミナー （終了しました）
日時：平成27年３月11日（水） 場所：三鷹産業プラザ

内容：着眼点＜咳＞　　　　　

講師：山下晃司（杏林大学医学部付属病院）

Part2 第46回日暮里塾ワンコインセミナー
日時 Ｈ27年６月12日（金） 場所：東京都済生会中央病院

内容 ミエログラフィ（透視検査からCT撮影まで）

講師 佐藤靖高（公立福生病院）

講師 河内康志（東京都済生会中央病院）

Part3 日時 Ｈ27年７月　　　　　　　　　　　　　場所：順天堂大学医学部附属順天堂医院

内容 着眼点＜頭痛＞　　　　

講師 鈴木雄一（東京大学医学部附属病院）

Part4 日時 Ｈ27年９月　　　　　　　　　　　　　場所：帝京大学医学部附属病院

内容 救急撮影関連（仮称）

講師 森　剛（帝京大学医学部附属病院）

Part5 日時 Ｈ27年11月　　　　　　　　　　　　 場所：東芝病院

内容：未定　　　　　　　　　　　　　　　　講師：未定

Part6 日時 Ｈ28年１月　　　　　　　　　　　　　場所：江戸川方面

内容：未定　　　　　　　　　　　　　　　　講師：未定

◆詳細は会告にてお知らせいたします。

◆問い合わせ 学術教育委員長　市川重司 E-Mail：gakujitu@tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会 事務所 TEL・FAX：03-3806-7724

・・・日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞・・・

お知らせ 
1

お知らせ 
1
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お知らせ 
2

お知らせ 
2

「クリーンデー（中央区内一斉清掃日）」のご案内

第2地区

日 時：平成27年5月24日（日）9時00分～　2時間程度

活動エリア：中央区保健所および、あかつき公園周辺

集 合 場 所：中央区保健所入り口

※現地集合になります。技師会スタッフジャンパーを目印にご参加ください。

参　加　費：無料

お申し込み：参加希望の方は下記へお申し込みください。

（詳細な案内を連絡させていただきます。）

問い合わせ：第2地区委員長　藤田賢一　E-Mail：area02@tart.jp

以上

公益社団法人東京都診療放射線技師会第2地区は、地域の環境美化とリサイクル運動を促進する目的とする「中

央区クリーンデー」に本年度より参加いたします。

城東支部活動の「中央区健康福祉まつり」の会場となる、中央区保健所ならびにあかつき公園の清掃活動を実施

します。奮って参加くださいますようご案内申し上げます。

記

公益社団法人東京都診療放射線技師会　第66回定期総会

準備委員・職員名簿

準 備 委 員 長：石田秀樹

副 委 員 長：野口幸作　浅沼雅康　市川重司

経　　　　　理：関　真一　矢野孝好　横田　光　人見謙二

来　　客　　係：高野修彰　�坂知靖　江田哲男　安宅里美　渡辺靖志

受　　付　　係：齊藤謙一　藤田賢一　平瀬繁男　竹安直行　鈴木雄一　岡部博之　富丸佳一　

鎌田　治　飯島利幸　今野重光　千葉利昭　鈴木　晋　崎浜秀幸　内山秀彦　

原子　満　工藤年男

書記写真記録係：内藤哲也　岩井譜憲　森　美加　中谷　麗　平田充弘　柴山豊喜　高橋克行

会 場 設 営 係：浅沼芳明　松田紗代子

採　　決　　係：雨宮広明　岡部圭吾　河内康志　高瀬　正　長谷川雅一　吉井伸之

総会運営委員：安藤猛晴　中田健太　比内聖紀　藤村耕平　宮谷勝巳

資格審査委員：芦田哲也　池田麻依　伊佐理嘉　石川　徹　小野賢太　熊谷大樹　田川雅人　

中西雄一　細川直志　渡部史也
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東京都診療放射線技師会は、東京を13の地区に分け、東京に隣接する神奈川方面・千葉方面・埼玉方面を加え

た計16地区で構成されています。

本会ホームページhttp://www.tart.jp/に各地区の表と地図が掲載されていますので、ぜひ活用ください。

あなたはご自分の所属地区をご存じですか？

トップページの
ここをクリック

なお、毎月月替りで、各地区の特色や活動を紹介しています。

地区表の上の地区名からリンクしていますので、こちらもぜ

ひご覧ください。

情報委員会

お知らせ 
3

お知らせ 
3
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第1号議案　平成26年度事業報告（案）

公益社団法人東京都診療放射線技師会　第66回定期総会資料

Ⅰ 総括
激甚な自然災害 “誤報”により著しく、わが国の国益を損なった新聞社、IS（イスラム国）問題、各種テロ、

少年凶悪犯罪など重苦しさが記憶に残る反面、日本人にとって誇らしく明るい話題も数多くあった。ノーベル物理

学賞を赤�氏・天野氏・中村氏が受賞されたことを筆頭に、水素社会を予感させる日本の技術革新や宇宙技術の振

興、各種スポーツにおける快挙などである。

昨年6月18日「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律」に

より診療放射線技師法が改正され同25日公布、本年4月1日発効によりいわゆる診療放射線技師の業務範囲が拡大

する。われわれが目指す抜本的改正とはいえないが、1951年（昭和26年）“診療エックス線技師法”の公布・施行

後、1968年（昭和43年）に診療放射線技師の区分が新設されて以降では最大の改定であった。とりわけ診療放射

線技師法第26条第2項が改正されたことは意義が大きい。

従来法では、｢診療放射線技師は、病院又は診療所以外の場所においてその業務を行つてはならない。ただし、

次に掲げる場合はこの限りでない｣とし、その第2号に｢多数の者の健康診断を一時に行う場合において、

医師または歯科医師の立会いの下
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

に100万電子ボルト未満のエネルギーを有するエックス線を照射するとき｣とあり、

一部地域で医師の立会いが不備であるとして住民検診が休止に追い込まれていた。これについて「胸部エックス線

撮影」のみではあるが医師または歯科医師の立ち合いが不要となり、国民の健康を守る観点から6月25日の公布日

に即日発効した。

なお、本会も第65回定期総会で定款改正を行い、正会員の要件であった“都内在勤または在住”という縛りをな

くした。この要件は旧社団法人時代も公益社団法人移行時も監督官庁（都庁）の一貫した指導であったが、本会

の長年にわたる“東京の地域性”に対する説明が理解された。転職する会員、都県をまたいで広域に関連病院・事

業を持つ施設に勤務する会員、定年後などの会員資格安定のために重要な改正であった。

職能団体として診療放射線技師の将来像を構築すべく、日本診療放射線技師会、日本放射線技師連盟とともに

｢がん対策基本計画に基づく診療放射線技師の充実及び環境整備｣ ｢チーム医療を推進するための診療放射線技師

の活用｣ ｢診療放射線技師法の改正｣などについて各方面に政策を説明してきた。

平成24年4月の公益社団法人移行後初めてとなる東京都による「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す

る法律、第27条第1項及び第59条第2項の規定に基づく立入検査」が平成27年3月17日に実施され、「事業」「ガバ

ナンス」「会計」について審査された。全体として「概ね良好に管理・運営されており、文書による改善命令はな

い」との評価であった。会員、関係団体、役員の皆さまのご支援・協力のおかげであり感謝申し上げる。より良い

事業展開をするための指導を何点かいただいたので、真摯に受け止め今後の活動に反映させていく所存である。

われわれ診療放射線技師は国民の皆さまの信頼に応え、医療安全の確保、医療及び公衆衛生の向上に寄与すべく

さまざまな方策を展開しなければならない。安心・安全そして納得できる医療技術の提供を求められている。常に

最先端の医療技術を学び、Evidence（最善の根拠）と専門性と患者の価値観の統合に基づいた医療技術＝EBM

を提供する必要がある。昨年度も、各種認定技師・専門技師の育成を関連団体と連携しながら推進し、本部または

各支部・地区主催の各種講演会、セミナー、勉強会を開催した。また、｢静脈注射(針刺しは除く)講習会｣を中心に

安全講習会を開催してきた。｢静脈…講習会｣については昨年度も5回開催し、過去の6回と合わせ約500名の方が受

講した。これについては本年度からは日本診療放射線技師会による業務範囲拡大項目を網羅した「統一的講習会」

が実施される予定である。

本会事業・活動の推進に対し、多大なご理解をいただいたことに感謝申し上げるとともに、新年度も今まで以上

に都民・国民・会員のために本会の事業を推進する所存であり、皆さま方のより一層のご支援とご協力をお願いす

る次第である。
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Ⅱ 事業報告

1. 診療放射線技術の向上に関する調査･研究および指導に関する事業

1）第12回ペイシェントケア学術大会

開催日時：平成26年6月22日（土）9時55分～16時15分

開催場所：日暮里サニーホール

大会テーマ：「救急医療を担う医療者」

講　　師：

◆公益社団法人東京都診療放射線技師会　活動報告

1. 情報委員会活動報告 情報委員会 安宅里美

2. 多摩支部（支部・地区）活動報告 多摩支部委員会 鈴木　晋

◆パネルディスカッション「救急医療現場の担い手として」

1．診療放射線技師（救急撮影認定技師）として求められるもの

聖路加国際病院 宇内大祐

2．看護師（救急認定看護師）として求められるもの

東京都立広尾病院 田中　浩

3．救急救命士としての求められるもの 海老名総合病院 池田明子

◆ランチョンセミナー

ITEM2014 東芝トピックス（X線、MRI、CT）

東芝メディカルシステムズ株式会社 保坂健一、淀　健治、猪川弘康

◆アンケート報告「ポータブル撮影について」

公益社団法人東京都診療放射線技師会 厚生調査委員会 斉藤誠治

◆教育講演

「たかがポータブル、されどポータブル：『見る』から『読む』へ」

聖マリアンナ医科大学 救急医学講師 松本純一

◆特別講演（公開講座）

「ドクターヘリパイロットって？」

中日本航空株式会社 航空事業本部ヘリコプター運航部長 石黒総司

参加人数：208名（診療放射線技師118名、一般・学生20名）

2）第13回サマーセミナー

開催日時：平成26年9月6日（土）15時00分～18時00分

開催場所：東京医科大学　研究教育棟3階臨床講堂

大会テーマ：「最近のMRI装置事情」

講　　師：

第1部「最近のホットなMRI技術」

「心臓MR検査におけるソリューション（Cardiac Dot Engine, MyoMaps）」

シーメンス・ジャパン株式会社 宇根田宏

「心臓MRIの最新技術」 東芝メディカルシステムズ株式会社 松岡洋平

「肝臓疾患に対するGE社　MRIのアプローチ」

GEヘルスケア・ジャパン株式会社　　 池田陽介

「日立MRI最新技術～プラークイメージング、BeamSAT TOF、RF送信技術を中心に～」

株式会社日立メディコ 山崎勝誠

第2部「条件付きMRI対応ペースメーカー」

杏林大学医学部付属病院　　　 濱田健司

第3部「『静』を求めたMRI装置（静音技術を理解する）」
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「GE社　MRI Silent Technologyの紹介」

GEヘルスケア・ジャパン株式会社 池田陽介

「東芝の清音機構Pianissimo」 東芝メディカルシステムズ株式会社 松岡洋平

「Quiet Suite－すべての人にとって快適でやさしい検査を－」

シーメンス・ジャパン株式会社 小幡剛士

参加人数：60名（会員49名、非会員1名、一般・学生13名）

3）第13回ウインターセミナー

開催日時：平成27年1月17日（土）15時00分～17時45分

開催場所：東京医科大学　研究教育棟4階第1講堂

大会テーマ：「被ばく低減施設取得と新しい線量指標（EI値）」

講　　師：

第1部「被ばく低減施設認定の道」 聖マリアンナ医科大学 佐藤寛之

第2部「被ばく低減施設取得施設から声」

東京慈恵会医科大学附属第三病院 大下　崇

第3部「耳より情報 放射線防護用手袋（RADIATION PROTECTION GLOVES）の紹介」

フレア株式会社 柴田　吉昭

第4部「追加被ばく線量１mSvは安全・安心の基準なのか？」

日本放射線公衆安全学会 会長 諸澄邦彦

第5部「EI値入門（新しい線量指標のすすめ）」

北里大学メディカルセンター 柳田　智

参加人数：66名（会員66名）

4）第17回メディカルマネジメント

開催日時：平成26年11月24日（金）19時00分～20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「診療放射線技師の将来と人材教育」

講　　師：京都大学医学部附属病院　東村享治

参加人数：42名（会員39名、非会員2名）

5）平成26年度診療放射線技師のための「フレッシャーズセミナー」

（第33回日暮里塾ワンコインセミナー同時開催）

開催日時：平成26年5月25日（日）9時00分～17時00分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

主　　催：公益社団法人東京都診療放射線技師会、公益社団法人日本診療放射線技師会

講　　師：エチケット・マナー講座 東京逓信病院 大室正巳

社会人講座 東京逓信病院 大室正巳

感染対策講座（講義・実習） 公立福生病院 市川重司

技師会活動紹介 東京臨海病院 野口幸作

公立福生病院 市川重司

医療安全対策講座 東京都済生会中央病院 江田哲男

胸部単純撮影講座 日放技教育委員 野口幸作

画像診断用解剖学講座（X-P、CT、MRI画像を中心に）

公立福生病院 市川重司

入会案内 東京臨海病院 野口幸作

参加人数：84名（非会員84名）
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6）きめこまかな生涯教育

（1）第52回きめこまかな生涯教育

開催日時：平成26年5月31日（土）14時30分～18時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「血管撮影入門」

講　　師：「血管撮影装置の基礎（装置について）」

東芝メディカルシステムズ株式会社 冨田泰行

「頭部領域」 国家公務員共済組合連合会虎の門病院 依田彰吾

「血管（胸部～四肢）領域」

杏林大学医学部付属病院 岩本敏彦

「腹部領域」 東京医科大学病院 松本　亘

「心臓領域」 榊原記念病院 武田和也

参加人数：39名（会員39名）

（2）第53回きめこまかな生涯教育

開催日時：平成26年10月25日（土）15時00分～18時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「MRIを理解する（初心者向け）」

講　　師：「核磁気共鳴現象、MR 信号」 東京大学医学部附属病院 鈴木雄一

「励起と緩和について」 東京大学医学部附属病院 鈴木雄一

「TR・TE パルスシーケンスについて」

東京慈恵会医科大学附属第三病院 北川　久

「kスペースと画像再構成について」

東京慈恵会医科大学附属第三病院 北川　久

参加人数：41名（会員40名、非会員1名）

（3）第54回きめこまかな生涯教育

開催日時：平成27年2月21日（土）15時00分～18時00分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「乳腺超音波」

講　　師：「超音波の原理（乳腺超音波装置）」

東京慈恵会医科大学附属柏病院 井野貴明

「乳腺超音波検査の基礎」 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 田久亮子

「MMG画像、MRI画像と超音波画像の対比」

東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 熊谷史範

参加人数：21名（会員21名）

7）第14回（公社）東京都診療放射線技師会・（公社）日本放射線技術学会東京部会合同学術講演会

開催日時：平成26年9月11日（木）19時00分～20時30分

開催場所：東京慈恵会医科大学　高木２号館南講堂

テ ー マ：「医療クラウドの利用価値とは？」

講　　師：「クラウド最新事情と医療現場での活用方法」

株式会社インターネットイニシアティブ 榊　里美

「病院情報システムの安全管理と災害対策バックアップシステム」

東京大学医学部附属病院企画情報運営部講師 田中勝弥

参加人数：51名（会員38名、非会員11名、一般・学生2名）
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8）第7回MRI集中講習会

開催日時：平成27年2月7日（土）13時30分～18時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

講　　師：「原理（基礎）および安全管理」

杏林大学医学部付属病院 宮崎　功

「パルスシーケンスおよび高速撮像法（パラレルイメージング）」

虎の門病院 高橋順士

「アーチファクト」 公立福生病院 野中孝志

「脂肪抑制」 東京慈恵会医科大学附属第三病院 北川　久

「専門試験問題解説（過去問を中心に）」

東京慈恵会医科大学附属第三病院 北川　久

参加人数：54名（会員45名、非会員9名）

9）日暮里塾ワンコインセミナー

（1）第33回日暮里塾ワンコインセミナー（フレッシャーズセミナー同時開催）

開催日時：平成26年5月25日（日）9時00分～17時00分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

講　　師：5）平成26年度診療放射線技師のための「フレッシャーズセミナー」に記載

参加人数：84名（非会員84名）

（2）第34回日暮里塾ワンコインセミナー

開催日時：平成26年7月4日（金）19時00分～20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「ベットサイドモニター」

講　　師：日本光電東京株式会社 関谷正己

参加人数：30名（会員25名、非会員1名、一般・学生4名）

（3）第35回日暮里塾ワンコインセミナー

開催日時：平成26年7月12日（土）15時00分～18時00分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「興味をもとう！統計学」

講　　師：国立がん研究センター中央病院　永井優一、島田直穀

参加人数：16名（会員12名、非会員4名）

（4）第36回日暮里塾ワンコインセミナー

開催日時：平成26年9月30日（火）19時00分～20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「GRID技術最新事情『Fiber Grid』＆『Virtual Grid』」

講　　師：

第1部「Fiber Grid」 株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン 植田　護

第2部「Virtual Grid」 富士フイルムメディカル株式会社 浅野省二

参加人数：31名（会員30名、非会員1名）

（5）第37回日暮里塾ワンコインセミナー

開催日時：平成26年10月3日（金）19時00分～20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「画像を見る目を養う～着眼点～」～CT検査における頭痛と外傷のケース～

講　　師：

第1部「頭部CT検査（主訴－頭痛）の着眼点」 東京慈恵会医科大学附属柏病院　庄司友和

第2部「頭部CT検査（主訴－外傷）の着眼点」 東京慈恵会医科大学附属柏病院　庄司友和
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参加人数：52名（会員50名、非会員2名）

（6）第38回日暮里塾ワンコインセミナー

開催日時：平成26年11月5日（水）19時00分～20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「画像を見る目を養う～着眼点～」～関節痛（肩関節痛、股関節痛）～

講　　師：

第1部「主訴（肩関節痛）のX-P 画像の着目点」 春日部市立病院　工藤年男

第2部「主訴（股関節痛）のX-P 画像の着目点」 春日部市立病院　工藤年男

参加人数：77名（会員60名、非会員1名、一般・学生6名）

（7）第39回日暮里塾ワンコインセミナー（第13地区研修会合同開催）

開催日時：平成26年11月18日（火）19時00分～20時30分

開催場所：三鷹産業プラザ

テ ー マ：「「画像を見る目を養う～着眼点～」～腹部（腹痛）編～」

講　　師：

第1部「腹部（上腹部痛〈消化管関係〉）のX-P画像の着眼点」

東京都済生会中央病院　　江田哲男

第2部「腹部（下腹部痛〈婦人科、泌尿器科領域〉）のX-P画像の着眼点

公立福生病院　　　　　　市川重司

参加人数：77名（会員68名、非会員9名）

（8）第40回日暮里塾ワンコインセミナー

開催日時：平成26年12月2日（火）19時00分～20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「「画像を見る目を養う～着眼点～」～麻痺　MRI偏～」

講　　師：東京大学医学部附属病院　鈴木　雄一

参加人数：56名（会員51名、非会員4名、一般・学生1名）

（9）第41回日暮里塾ワンコインセミナー

開催日時：平成26年12月9日（火）19時00分?20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「学術教育が選んだ発表演題」～入会促進セミナー～

講　　師：

①「DSA非搭載心臓カテーテル専用装置を使用した下肢動脈炭酸ガス造影法の検討」

河北総合病院 渡邉真弓

②「頭部領域における３ＤＴ１ＷＩシーケンスに関する基礎検討（マイクロＴＥシーケンスの磁化率アーチファクトについて）」

日本大学医学部附属板橋病院 磯川浩治

③「当院の接遇への取り組みについて」

ライフ・エクステンション付属永寿総合病院 松永麻美

④「胸部Ｘ線ポータブル撮影におけるクライテリアの構築」

公益財団法人日本心臓血圧研究振興会附属榊原記念病院 比企修一

⑤「滅菌済X線プロテクショングローブの有用性」

国立がん研究センター中央病院 北川まゆみ

⑥「全脊柱撮影における女性の生殖腺防護の検討」

昭和大学藤が丘病院 林　映里

⑦「散乱補正が線条体解析ソフトの解析値に与える影響」

順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医療センター 木村　聡　

⑧「ブラキセラピーにおけるシード治療術後のCT撮影条件の検討」

日本大学医学部附属板橋病院 市川篤志
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参加人数：28名（会員28名）

（10）第42･43回日暮里塾ワンコインセミナー（連続開催）

開催日時：平成27年1月24日（土）14時30分～18時15分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「乳腺装置の管理」

講　　師：

第1部「マンモグラフィの基礎物理　装置の構成、特性Ⅹ線、スペクトル」

公益財団法人東京都医療公社東京都がん検診センター �嶋優子

第2部「品質管理―受入試験、日常管理」

公益財団法人東京都医療公社東京都がん検診センター 萩原弘之

第3部「装置評価―胸壁端の評価、AECの評価、焦点評価」

さいたま赤十字病院 岡田智子

第4部「線量・線質（平均乳腺線量算出まで）」

東京慈恵会医科大学附属柏病院 飯嶋　恵

参加人数：36名（会員32名、非会員4名）

（11）第43回日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞

開催日時：平成27年3月11日（火）19時00分～20時30分

開催場所：三鷹産業プラザ

テ ー マ：「画像を見る目を養う～着眼点＜咳＞～」

講　　師：杏林大学医学部附属病院　山下晃司

参加人数：57名（会員29名、非会員20名、一般・学生8名）

10）支部研修会

（1）城東支部研修会

開催日時：平成26年7月18日（金）19時00分～20時30分

開催場所：永寿総合病院　3階多目的ホール

テ ー マ：「脊椎・脊髄疾患～脊柱側弯症について」

講　　師：永寿総合病院　整形外科部長　河野克己

参加人数：38名（会員36名、非会員2名）

（2）城北支部研修会

開催日時：平成26年9月12日（金）19時00分～20時30分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「炭水化物が人類を滅ぼす」

講　　師：練馬光が丘病院傷の治療センター 夏井　睦

参加人数：42名（会員29名、非会員3名、一般・学生10名）

（3）城南支部研修会

開催日時：平成26年11月21日（金）19時00分～20時30分

開催場所：東邦大学医療センター大橋病院　教育棟１F臨床講堂

テ ー マ：「IVR装置の基礎」

講　　師：

第1部「最近のIVR用X線装置の特徴」 東芝メディカルシステムズ株式会社 小林耕二　

第2部「IVR用X線発生装置の基礎・管理」 小田原循環器病院 宮崎　茂

参加人数：50名（会員39名、非会員6名、一般・学生5名）

（4）城西支部研修会

開催日時：平成27年3月19日（木）19時00分～20時30分

開催場所：東京医科大学病院　研究教育棟4階第二講堂
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テ ー マ：「『乳腺の画像診断　－ここがポイント－』マンモグラフィとMRIマンモを中心に」

講　　師：東京医科大学病院　朴　辰浩

参加人数：70名（会員54名、非会員9名、一般・学生7名）

11）地区研修会

（1）第16地区研修会

開催日時：平成26年10月23日（木）18時30分～20時00分

開催場所：所沢市保健センター2F ホール

テ ー マ：「TART・SART地区合同研修会」

講　　師：

｢日立3.0T MRIシステムOVAL TRILLIUMのご紹介｣

日立メディコCT/MR営業本部 皆川雅登

｢当院における乳がん検診の現状と診療放射線技師の関わり｣

丸山記念総合病院 芦葉弘志

｢体動補正によるLung perfusion CTの精度向上に関する検討｣

東京都立多摩総合医療センター 浅野智生

｢メーカーが考える3.0T MRIの臨床的価値～メード･イン･ジャパンのチャレンジ～｣

日立メディコCT/MR事業部MR本部 西原　崇

「肩関節撮影法～撮影方法のコツを得る～」

春日部市立病院 工藤年男

参加人数：65名（会員48名、非会員7名、、一般・学生10名）

（2）第1地区研修会

開催日時：平成26年10月30日（木）18時30分～20時00分

開催場所：東京逓信病院　管理棟5階小講堂

テ ー マ：「第1回上部消化管撮影の基礎?基準撮影法について～」

講師：公益財団法人東京都予防医学協会　健康支援センター佐藤清二

参加人数：48名（会員31名、非会員17名）

（3）第6地区研修会

開催日時：平成26年10月31日（金）19時00分～20時00分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「日本初・循環器特化型イメージングセンターの試み～10,000例が証明する心臓MRI検査のエビデンス～」

講　　師：心臓画像クリニック飯田橋　小山　望

参加人数：25名（会員21名、非会員4名）

（4）第13地区研修会（第39回日暮里塾ワンコインセミナー合同開催）

開催日時：平成26年11月18日（火）19時00分～20時30分

開催場所：三鷹産業プラザ

テ ー マ：「「画像を見る目を養う～着眼点～」～腹部（腹痛）編～」

講　　師：

第1部「腹部（上腹部痛〈消化管関係〉）のX-P画像の着眼点」

東京都済生会中央病院 江田哲男

第2部「腹部（下腹部痛〈婦人科、泌尿器科領域〉）のX-P画像の着眼点」

公立福生病院 市川重司

参加人数：77名（会員68名、非会員9名）

（5）第1地区研修会

開催日時：平成26年11月27日（木）18時30分～20時00分

開催場所：東京逓信病院　管理棟5階小講堂
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テ ー マ：「第2回上部消化管撮影の基礎～読影に必要な基礎知識～」

講　　師：公益財団法人東京都予防医学協会　健康支援センター 佐藤清二

参加人数：40名（会員29名、非会員11名）

（6）第3地区研修会

開催日時：平成26年11月28日（金）19時00分～20時30分

開催場所：東京医科大学病院　研究教育棟4階第2講堂

テ ー マ：「救急時における撮影　－ここがポイント－」

講　　師：

第1部「一般撮影」 国立国際医療センター 若松和行

第2部「CT撮影」 東京医科大学病院 平瀬繁男

第3部「Angio撮影」 東京医科大学病院 松本　亘

参加人数：73名（会員49名、非会員22名、一般・学生2名）

（7）第4地区研修会

開催日時：平成26年12月4日（木）19時15分～21時00分

開催場所：東京都済生会中央病院　新棟７階第１会議室

テ ー マ：「いまさら聞けない患者対応とマナー」

講　　師：東京慈恵会医科大学　栗原重雄

参加人数：65名（会員44名、非会員9名、一般・学生12名）

（8）第12地区研修会

開催日時：平成27年1月17日（土）15時30分～17時00分

開催場所：公立昭和病院　本館6階会議室A・B

テ ー マ：「バーチャルグリッドと最新FPDについて～もう、ポータブル撮影にグリッドは必要ない～」

講　　師：富士フィルムメディカル株式会社　　浅野省二

参加人数：29名（会員29名）

（9）第1地区研修会

開催日時：平成27年1月28日（木）18時30分～20時00分

開催場所：東京逓信病院　管理棟5階小講堂

テ ー マ：「第3回上部消化管撮影の基礎～所見用語と症例検討の実際～」

講　　師：公益財団法人東京都予防医学協会　健康支援センター 佐藤清二

参加人数：41名（会員28名、非会員11名、一般・学生2名）

（10）第15地区研修会

開催日時：平成27年2月10日（火）19時00分～20時45分

開催場所：帝京大学医学部附属溝口病院　研究棟6階

テ ー マ：「業務で出会う医療機器を理解しよう！」

講　　師：テルモ株式会社 武田達也

日本光電南関東株式会社　　　千葉政一

参加人数：58名（会員47名、非会員3名、一般・学生8名）

（11）第1地区研修会

開催日時：平成27年2月10日（火）19時00分～20時30分

開催場所：三井記念病院　外来棟7F講堂

テ ー マ：「心エコー図検査の現状と今後の展望」

講　　師：社会福祉法人三井記念病院　遠田栄一

参加人数：43名（会員15名、非会員7名、一般・学生21名）

（12）第5地区研修会「第5地区のつどい」

開催日時：平成27年2月12日（木）19時00分～20時00分

開催場所：東京大学医学部附属病院　中央診療棟2リハビリテーション室
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テ ー マ：「無理なく安全に行える起居動作介助方法のポイント」

講　　師：東京大学医学部附属病院　天尾理恵

参加人数：30名（会員20名、非会員10名）

（13）第8地区研修会

開催日時：平成27年3月20日（金）19時00分～20時30分

開催場所：東芝病院　2号館4階臨床講堂

テ ー マ：「みんなの介助～基本動作介助法の基礎知識～」

講　　師：東芝病院　武末大藏

参加人数：34名（会員27名、非会員5名、一般・学生2名）

12）特別委員会研修会

（1）災害対策委員会研修会

開催日時：平成27年3月7日（土）15時00分～18時00分

開催場所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　研修センター

テ ー マ：「緊急被ばく医療講習会～3.11を風化させないために～」

講　　師：国立病院機構災害医療センター 武田聡司、福原かおる、金子貴之

筑波大学　　　　　　　　　　　関本道治

参加人数：28名（会員28名）

13）ボランティア活動（地球環境保全活動）

（1）クリーン日暮里21による日暮里駅前清掃活動

開催日時：平成26年7月2日（日）10時00分～11時00分

活動場所：JR日暮里駅周辺

参加人数： 14名（会員13名、一般1名）

（2）クリーン日暮里21による日暮里駅前清掃活動

開催日時：平成26年12月20日（土）10時00分～11時00分

活動場所：JR日暮里駅周辺

参加人数： 6名（会員6名）

14）調査アンケートに関する事業

（1）平成26年度公益社団法人東京都診療放射線技師会アンケート調査

調　査　内　容：各施設における新人教育の実態

調　査　期　間：平成26年12月1日～31日

対 象 施 設 数：300施設

有 効 回 答 数：100

回　　答　　率：33.3％

（2）第12回ペイシェントケア学術大会アンケート

調　査　内　容：ポータブル撮影の実態調査

調　査　期　間：平成26年5月20日～6月10日

（3）第13回サマーセミナーアンケート

調　査　内　容：MRI装置の実態調査

調　査　期　間：平成26年9月6日

対　象　人　数：60名

有 効 回 答 数：42

回　　答　　率：70.0％
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（4）中央区健康福祉まつりアンケート

調　査　内　容：診療放射線技師の認識度調査

調　査　期　間：平成26年10月26日

対　象　人　数：107名

有 効 回 答 数：87

回　　答　　率：81.3％

2. 放射線医療並びに放射線障害防止の普及啓発に関する事業

各健康フェスティバルに参加出展

（1）看護フェスタ2014

日　　時：平成26年5月17日（土） 10時00分～16時30分

会　　場：新宿駅西口広場イベントコーナー

内　　容：都民への放射線医療や放射線に関する正しい知識の普及・啓発活動

来 場 者：108名（会員9名、一般99名、乳がんしこり体験54名、相談5名）

（2）中央区健康福祉まつり2014

日　　時：平成26年10月26日（日）10時00分～15時30分

会　　場：中央区保健所2階

内　　容：都民への放射線医療や放射線に関する正しい知識の普及・啓発活動）

来 場 者：144名（会員13名、一般131名、乳がんしこり体験116名、相談15名）

（3）OTAふれあいフェスタ2014

日　　時：平成26年11月2日（日）～3日（月）9時00分～16時00分

会　　場：平和島競艇場　水のエリア

内　　容：都民への放射線医療や放射線に関する正しい知識の普及・啓発活動・無料骨密度測定

来 場 者：770名（会員30名、一般740名、骨密度740名、乳がんしこり体験160名）

3. 放射線機器および資材の改良に関する事業

各種学会や研修会に協力し､医用放射線機器の改良に努力し､もって都民に保健衛生向上に寄与した。

4. 関連団体との連携協調に関する事業

本会では関連機器団体との懇親と調和を目的として、“2015年新春のつどい”を開催した｡

開 催 日：平成27年1月15日（木）18時30分～20時00分

会　　場：ホテルラングウッド（荒川区日暮里）

参 加 者：190名（会員108、業界66名、招待16名）

5. 図書印刷物の刊行物に関する事業

放射線技術関連学術雑誌｢東京放射線｣（月刊）を発行し､診療放射線技師・エックス線技師へ有償にて配布､放射

線技術･学術の向上ならびに職業倫理の高揚を図った｡また､全国の診療放射線技師養成校･放射線関連機関･団体お

よび国立国会図書館ならびに放射線技師教育関係､各都道府県技師会に寄贈した｡

誌名｢東京放射線｣月刊　　昭和37年12月13日第三種郵便物認可

発行状況 ページ数 発行年月日

第61巻 第4 号（通巻716号） 40 H26.4.1

第5 号（通巻717号） 72 5.1

第6 号（通巻718号） 44 6.1

第7 号（通巻719号） 36 7.1

第8 号（通巻720号） 48 9.1
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第9 号（通巻721号） 48 10.1

第10号（通巻722号） 56 11.1

第11号（通巻723号） 64 12.1

第62巻 第1 号（通巻724号） 48 H27.1.1

第2 号（通巻725号） 32 2.1

第3 号（通巻726号） 32 3.1

主な掲載記事

１）巻頭言････････････････････････････････････････････････11回

２）東放技ニュース･････････････････････････････････････････12回

３）NEWS拾い読み･････････････････････････････････････････ 9回

４）行政まつりに関する記事･･････････････････････････････････ 3回

５）ボランティア活動（地球環境保全活動）に関する記事･･････････3回

６）定期総会議事録･････････････････････････････････････････ 1回

７）誌上講座　臨床検査･･････････････････････････････････････6回

８）誌上講座　Fracture -Cross Search-････････････････････････6回

９）学術奨励賞報告･････････････････････････････････････････ 1回

10）学術新人賞報告･････････････････････････････････････････ 2回

11）学術研修会・きめこまかな生涯教育に関する記事･････････････14回

12）東京都診療放射線技師会行事に関する記事･･････････････････ 4回

13）支部・地区活動報告に関する記事･････････････････････････ 14回

14）調査アンケートに関する報告･･････････････････････････････ 1回

15）パイプライン･･･････････････････････････････････････････11回

16）日本診療放射線技師会関連記事････････････････････････････ 2回

その他、会員からの寄稿文など多数掲載

主な贈呈先

東京都総務局行政指導課、東京都衛生局医務部医務課、東京都郵政局郵政部事業課第二業務課、国立国会図書

館、首都大学東京図書館、東京歯科大学図書館、慶応大学医学情報センター、駒沢大学図書館、（株）アンダーラ

イン、日本化学技術情報センター、公益社団法人日本診療放射線技師会、公益社団法人日本放射線技術学会、各

道府県放射線技師会、全国診療放射線技師養成機関など

6. その他､法人の目的達成に必要な事業

1）本会活動の目標スローガンに基づく事業

（一）チーム医療の推進

（二）地球環境と調和した画像診断技術の向上

（三）生涯教育・専門教育の推進

以上、スローガン達成のため特別委員会を設け活動した｡
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Ⅲ 活動報告
1．会長・副会長・専門部委員会

【平成26年4月】

１日（火）：ホームページ更新作業

３日（木）：第１回理事会／中央医療技術専門学校入学

式／日本医療科学大学入学式／「東京放射

線」初稿

４日（金）：畦元氏ふるさと支部開設・時局講演会／経

理事務作業／

５日（金）：経理事務作業／

８日（火）：第2回選挙管理委員会／城西放射線技術専

門学校入学式／編集委員会／学術教育委員会

９日（水）：第13回定款諸規定等委員会／東洋公衆衛生

学院入学式

10日（木）：東京電子専門学校入学式

14日（月）：女性技師サミット打合せ会　

16日（水）：第１回五役会

17日（木）：広報委員会／第10地区委員会

18日（金）：東京放射線治療技術研修会（鍵担当）／厚

生調査委員会／

19日（土）：環境省委託業務「平成26年度原子力災害影

響調査等事業（福島県外における住民の個

人被ばく線量把握事業）」／東京放射線治

療技術研修会（鍵担当）／庶務事務作業／

厚生調査事務作業

20日（日）：庶務事務作業

21日（月）：「東京放射線」青焼き／平成25年度期末監査

22日（火）：第14地区委員会／渉外事務作業／

23日（水）： 情報委員会

24日（木）：第１回専門部委員会　

25日（金）：表彰委員会／看護フェスタ打ち合わせ

26日（土）：日放技・他県技師会との懇談会

【平成26年5月】

１日（木）：「東京放射線」初稿／ホームページ更新作業

２日（金）：ホームページ更新作業

７日（水）：倉庫整理

８日（木）：第２回理事会

９日（金）：編集委員会／渉外事務作業

12日（月）：広報委員会／渉外事務作業

13日（火）：ホームページ更新作業

14日（水）：第14回定款諸規程等委員会

16日（金）：東京放射線治療技術研修会（鍵担当）

17日（土）：看護フェスタ2014／東京部会春期学術大会

式典

19日（月）：情報委員会

20日（火）：一般社団法人東京都病院薬剤師会総会懇親

会／厚生調査事務作業／「東京放射線」青

焼き／ホームページ更新作業

21日（水）：第2回五役会

22日（木）：武見敬三参議院議員勉強会／総会実行委員

会／厚生調査委員会／ホームページ更新作業

23日（金）：総会打合せ

24日（土）：環境省委託業務「平成26年度原子力災害影

響調査等事業(福島県外における住民の個人

被ばく線量把握事業)被測定者説明会」

25日（日）：平成26年度フレッシャーズセミナー（第33

回OCNセミナー｢入会促進｣合同開催）／平

成25年度ステーションプラザタワー通常施

設総会

26日（月）：渉外事務作業

28日（水）：第10地区委員会

29日（木）：第２回専門部委員会／サニーホール総会打

ち合わせ

30日（金）：日放技・他県技師会との懇談会

31日（土）：第52回きめこまかな生涯教育

【平成26年6月】

１日（日）：サニ－ホ－ル抽選会（総会会場）

５日（木）：第３回理事会

６日（金）：他県技師会と懇談

７日（土）：公益社団法人日本診療放射線技師会第74回

定期総会／平成26年度第1回日本放射線技

師連盟理事会／日放技第2回理事会

８日（日）：JJN同窓会総会・懇親会

10日（火）：庶務事務作業

11日（水）：第15回定款諸規程等委員会／渉外事務作業

12日（木）：編集委員会／渉外事務作業

13日（金）：情報委員会

14日（土）：厚生調査事務作業

16日（月）：資格審査委員会／会誌掲載原稿受け渡し／

渉外事務作業

18日（水）：第3回五役会／厚生調査委員会／「東京放

射線」青焼き

19日（木）：庶務事務作業

20日（金）：第65回総会準備／東京放射線治療技術研修

会（鍵担当）

21日（土）：第65回総会準備

22日（日）：第65回定期総会／第12回ペイシェントケア

学術大会／第4回理事会

23日（月）：ホームページ更新作業

26日（木）：公益社団法人東京都看護協会総会／第３回

専門部委員会

27日（金）：平成26年度南関東地域協議会第1回役員

会／平成26年度関東甲信越診療放射線技師

学術大会拡大役員会

28日（土）：平成26年度関東甲信越診療放射線技師学術

大会（茨城）／中央医療学術大会

29日（日）：平成26年度関東甲信越診療放射線技師学術

大会（茨城）／東京都提出事業報告確認

【平成26年7月】

２日（水）：東大病院技師長訪問（災害対策委員長就任

依頼）／災害対策委員会打ち合わせ（災害
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医療センターへのお礼と今後の依頼）／災

害対策委員長引継会議

３日（木）：第5回理事会／「東京放射線」初稿

４日（金）：第34回日暮里塾ワンコインセミナー／第54

回放射線同友会　

５日（土）：日放技第３回理事会

９日（水）：第16回定款諸規程等委員会

12日（土）：第35回日暮里塾ワンコインセミナー

13日（日）：平成26年度基礎技術講習「一般撮影」

16日（水）：第４回五役会

18日（金）：公益社団法人日本診療放射線技師会第75回

総会（臨時）／平成26年度城東支部研修会

19日（土）：日放技教育委員幹事会議／地域理事会議

20日（日）：日暮里駅前清掃活動

23日（水）：渉外委員会

24日（木）：第４回専門部委員会

27日（日）：多摩放技レクリエーション大会・親睦会

31日（木）：編集委員会／第10地区委員会

【平成26年8月】

２日（土）：第14地区のつどい

３日（日）：平成26年度第1回静脈注射（針刺しを除く）

セミナー

５日（木）：「東京放射線」初稿

７日（木）：総務委員会

８日（金）：災害対策委員会

９日（土）：公益社団法人経理勉強会

12日（火）：編集委員会／ホームページ更新作業

13日（水）：「東京放射線」校正原稿受け渡し

15日（金）：第6地区委員会

18日（月）：情報委員会

19日（火）：「東京放射線」青焼き

26日（火）：施設訪問（順天堂大学医学部附属順天堂医院）

27日（水）：第17回定款諸規程等委員会

28日（木）：第5回専門部委員会

30日（土）：第８回日本診療放射線技師会・日本放射線

技術学会公開合同学術セミナー

【平成26年9月】

４日（木）：第6回理事会／「東京放射線」初稿

５日（金）：ホームページ更新作業

６日（土）：第13回サマーセミナー

７日（日）：千葉県技師会地引網

８日（月）：厚生調査委員会

９日（火）：編集委員会／厚生調査事務作業

11日（木）：第14回合同学術講演会

12日（金）：平成26年度城北支部研修会

16日（火）：情報委員会／第1地区委員会

17日（水）：第5回五役会／広報委員会／「東京放射線」

青焼き

18日（木）：第30回診療放射線技師学術大会・第21回東

アジア学術交流会

19日（金）：第30回診療放射線技師学術大会・第21回東

アジア学術交流会／渉外事務作業

20日（土）：第30回診療放射線技師学術大会・第21回東

アジア学術交流会／全国会長会議／第2回

日本放射線技師連盟理事会

21日（日）：第30回診療放射線技師学術大会・第21回東

アジア学術交流会

22日（月）：渉外事務作業

24日（水）：中央区健康福祉まつり打合せ／渉外事務作

業／ホームページ更新作業

25日（木）：第６回専門部委員会／災害対策委員会

26日（金）：経理事務作業

27日（土）：中間監査準備

28日（日）：平成26年度第2回静脈注射（針刺しを除く）

セミナー

30日（火）：第36回日暮里塾ワンコインセミナー／第10

地区委員会

【平成26年10月】

２日（木）：第7回理事会／情報・広報・編集合同委員

会／「東京放射線」初稿

３日（金）：第37回日暮里塾ワンコインセミナー

５日（日）：経理事務作業

６日（月）：四谷監査法人と打ち合わせ

７日（火）：第18回定款諸規程等委員会

８日（水）：編集委員会

９日（木）：経理事務作業

10日（金）：表彰委員会／厚生調査委員会／広報事務作業

11日（土）：日放技第4回理事会（鈴鹿）・入魂式

14日（火）：日本医療科学大学にて講義

15日（水）：第６回五役会

17日（金）：東京放射線治療技術研究会（鍵担当）／渉

外事務作業／ホームページ更新作業

18日（土）：四谷監査法人と打ち合わせ／経理委員会／

厚生調査事務作業

19日（日）：中間監査準備

20日（月）：中間監査／厚生調査事務作業

21日（火）：情報委員会／第1地区委員会／「東京放射

線」青焼き

23日（木）：TART・SART地区合同勉強会

24日（金）：広報委員会

25日（土）：第53回きめこまかな生涯教育／厚生調査事

務作業

26日（日）：山梨県診療放射線技師会レントゲン週間イ

ベント「放射線フェスタ」／中央区健康福

祉まつり／経理事務作業

27日（月）：東京CTテクノロジーセミナー（鍵担当）／

渉外事務作業

28日（火）：新春座談会収録／広報事務作業

29日（水）：広報事務作業

30日（木）：自民党予算税制に関する政策懇話会／第7回

専門部委員会／第1地区研修会／災害対策

委員会
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31日（金）：第6地区研修会

【平成26年11月】

１日（土）：大田ふれあいフェスタ2014準備／ホームペ

ージ更新作業

２日（日）：大田ふれあいフェスタ2014 

３日（月）：日放技レントゲン週間イベント（横浜・ク

イーンズスクエア）／大田ふれあいフェス

タ2014

４日（火）：全国会長会議／自民党議員懇話会設立総

会／ホームページ更新作業

５日（水）：第38回日暮里塾ワンコインセミナー／渉外

事務作業

６日（木）：第17回武見セミナー／第８回理事会／情

報・広報・編集合同委員会／「東京放射

線」初稿／厚生調査事務作業

８日（土）：親睦ボウリング大会

９日（日）：平成26年度第3回静脈注射（針刺しを除く）

セミナー／日放技平成26年度第1回選挙管

理委員会

11日（火）：編集委員会

12日（水）：広報委員会／厚生調査事務作業

14日（金）：第17回メディカルマネジメント研修会

15日（土）：厚生調査事務作業

17日（月）：「東京放射線」青焼き／ホームページ更新

作業

18日（火）：第39回日暮里塾ワンコインセミナー／第10

地区委員会／第1地区委員会

19日（水）：第7回五役会／表彰委員会

21日（金）：平成26年度城南支部研修会／渉外事務作業

22日（土）：情報委員会

25日（火）：平成26年度医療従事者ネットワーク連絡会議

27日（木）：第8回専門部委員会

28日（金）：多摩放射線連合会／第3地区研修会

29日（土）：編集委員会

30日（日）：平成26年度基礎技術講習（消化管）

【平成26年12月】

２日（火）：第40回日暮里塾ワンコインセミナー

４日（木）：第4地区研修会／「東京放射線」初稿

６日（土）：第９回理事会／第21回役員研修会

７日（日）：日放技教育委員幹事会議

８日（月）：編集委員会／ホームページ更新作業

９日（火）：第41回日暮里塾ワンコインセミナー

11日（木）：災害対策委員会

12日（金）：「東京放射線」青焼き

13日（土）：「東京放射線」青焼き原稿受け渡し

15日（月）：第10地区委員会

16日（火）：渉外事務作業

17日（水）：事務局打ち合わせ

18日（木）：第９回専門部委員会

19日（金）：経理事務作業／渉外事務作業

20日（土）：日放技第５回理事会／日暮里駅前清掃活動

21日（日）：日放技役員ワークショップ／日放技戦略企

画室会議

22日（月）：情報委員会／渉外事務作業

25日（木）：渉外事務作業

26日（金）：事務所納め

29日（月）：経理事務作業

【平成27年1月】

５日（月）：事務所開き

６日（火）：経理事務作業

７日（水）：庶務事務作業

８日（木）：第10回理事会／情報・広報・編集合同委員

会／「東京放射線」初稿

９日（金）：東京都臨床検査技師会新春のつどい

10日（土）：2015年新春のつどい準備

13日（火）：編集委員会／2015年新春のつどい準備

14日（水）：2015年新春のつどい準備／渉外事務作業

15日（木）： 2015年新春のつどい

16日（金）：東京放射線治療技術研修会（鍵担当）

17日（土）：第13回ウィンターセミナー／第12地区研修会

19日（月）：災害対策委員会／渉外事務作業

20日（火）：「東京放射線」青焼き

21日（水）：第８回五役会／厚生調査委員会／第６地区

委員会／渉外事務作業

23日（金）：第19回定款諸規定等委員会

24日（土）：第41・42回日暮里塾ワンコインセミナー／

渉外事務作業

25日（日）：平成26年度第4回静脈注射（針刺しを除く）

セミナー

27日（火）：情報委員会／第10地区委員会

28日（水）：第1地区研修会

29日（木）：第10回専門部委員会

30日（金）：日本放射線技師連盟他団体懇話会／広報委

員会／東京CTテクノロジーセミナー（鍵担

当）

31日（土）：日本放射線技師連盟理事会（役員改選）／

基礎技術講習会場設営

【平成27年2月】

１日（日）：平成26年度基礎技術講習（放射線治療）／

ホームページ更新作業

２日（月）：平成26年度医療従事者ネットワーク講演会

講師懇談会／平成26年度医療従事者ネット

ワーク講演会

３日（火）：庶務事務作業

４日（水）：渉外事務作業

５日（木）：第11回理事会／情報・広報・編集合同委員

会／「東京放射線」初稿

７日（土）：第7回MRI集中講習会

８日（日）：日放技平成26年度第2回選挙管理委員会／

渉外事務作業

９日（月）：ホームページ更新作業

10日（火）：第1地区研修会／第15地区研修会
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11日（水）：経理事務作業

12日（木）：第5地区研修会／経理事務作業

13日（金）：編集委員会

14日（土）：平成26年度第２回南関東地域役員会（拡大）

16日（月）：情報委員会／災害対策委員会／東京都立ち

入検査準備

17日（火）：第10地区委員会／東京都立ち入検査準備／

「東京放射線」青焼き

18日（水）：第9回五役会

19日（木）：厚生調査委員会／城東支部合同委員会

20日（金）：編集委員会／東京放射線治療技術研修会

（鍵担当）／ホームページ更新作業

21日（土）：日放技第６回理事会／第54回きめこまかな

生涯教育

22日（日）：環境省委託事業測定結果報告会・シンポジ

ウム

26日（木）：第11回専門部委員会

【平成27年3月】

１日（日）：平成26年度第5回静脈注射（針刺しを除く）

セミナー／日放技業務拡大指導者講習会

２日（月）：城西放射線技術専門学校卒業式

３日（火）：東京都立ち入検査準備／ホームページ更新

作業

４日（水）：東洋公衆衛生学院卒業式

５日（木）：第12回理事会／情報・広報・編集合同委員会

６日（金）： 「東京放射線」初稿

７日（土）：災害対策委員会研修会／災害対策委員会／

東京都立入検査準備

８日（日）：日放技定款諸規程委員会

９日（月）：四谷監査法人打ち合わせ

10日（火）：日本医療科学大学学位記授与式／東京都立

ち入検査準備

11日（水）：第44回日暮里塾ワンコインセミナー／東京

都立ち入検査準備

12日（木）：編集委員会／公益法人立入検査事前協議

13日（金）：中央医療技術専門学校卒業式／東京電子専

門学校卒業式／渉外事務作業／ホームペー

ジ更新作業

14日（土）：東京都立入検査準備

15日（日）：東京都立入検査準備

16日（月）：東京都立入検査準備

17日（火）：「公益法人認定法」に基づく東京都立入検

査／第1地区委員会

18日（水）：第10回五役会／表彰委員会

19日（木）：平成26年度城西支部研修会／東京都立入検

査後処理／「東京放射線」青焼き

20日（金）：東京都立ち入検査後処理／「東京放射線」

青焼き追加校正／ホームページ更新作業

21日（土）：首都大学東京学位記授与式

22日（日）：東京都柔道整復師診療放射線技師会第22回

画像学術研修会

23日（月）：広報委員会／平成26年度決算報告準備

26日（木）：第12回専門部委員会

27日（金）：平成26年度決算報告準備

30日（月）：情報委員会

2. 各地区共通活動
総会･研修会･生涯教育･学術大会･スポーツ大会などの東

放技主催事業への協力。会員増員への啓発活動､会員名簿

のメンテナンス､東放技会と会員間の案内活動などとその

活動報告

3. 地区活動報告
【第1地区】

◇地区委員会開催9回

◇城東支部合同委員会　平成27年２月19日（木）

◇城東支部研修会　　　平成26年７月18日（金）

参加人数：会員36名、非会員2名

◇地区研修会　　　　　平成26年10月30日（木）

参加人数：会員31名、一般17名

◇地区研修会　　　　　平成26年11月27日（木）

参加人数：会員29名、一般11名

◇地区研修会　　　　　平成27年１月28日（水）

参加人数：会員28名、一般11名、一般2名

◇地区研修会　　　　　平成27年２月10日（火）

参加人数：会員15名、一般7名、一般21名

◇中央区健康福祉まつり2014

平成26年10月26日（日）

参加人数：会員13名、一般131名

【第2地区】

◇地区委員会開催9回

◇城東支部合同委員会　平成27年２月19日（木）

◇城東支部研修会　　　平成26年７月18日（金）

参加人数：会員36名、非会員2名

◇中央区健康福祉まつり2014

平成26年10月26日（日）

参加人数：会員13名、一般131名

【第3地区】

◇地区委員会開催10回

◇城西支部研修会　　　平成27年３月19日（木）

参加人数：会員54名、非会員9名、一般7名

◇地区研修会　　　　　平成26年11月28日（金）

参加人数：会員49名、非会員22名、一般2名

【第4地区】

◇地区委員会開催10回

◇城南支部研修会　　　平成26年11月21日（金）

参加人数：会員39名、非会員6名、一般5名

◇地区研修会　　　　　平成26年12月４日（水）

参加人数：会員44名、非会員9名、一般12名

◇OTAふれあいフェスタ2014

平成26年11月2日（日）～3日（月）

参加人数：会員30名、一般740名
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【第5地区】

◇地区委員会開催11回

◇城北支部合同委員会　平成26年４月24日（火）

◇城北支部研修会　　　平成26年９月12日（金）

参加人数：会員29名、非会員3名、一般10名

◇地区研修会　　　　　平成27年２月12日（木）

参加人数：会員20名、非会員10名

◇日暮里駅前清掃活動　平成26年７月20日（日）

参加人数：診療放射線技師13名、一般1名

◇日暮里駅前清掃活動　平成26年12月20日（土）

参加人数：診療放射線技師6名

【第6地区】

◇地区委員会開催7回

◇城北支部合同委員会　平成26年４月24日（火）

◇城北支部研修会　　　平成26年９月12日（金）

参加人数：会員29名、非会員3名、一般10名

◇地区研修会　　　　　平成26年10月31日（金）

参加人数：会員21名、非会員4名

【第7地区】

◇地区委員会開催6回

◇城東支部合同委員会　平成27年２月19日（木）

◇城東支部研修会　　　平成26年７月18日（金）

参加人数：会員36名、非会員2名

◇中央区健康福祉まつり2014

平成26年10月26日（日）

参加人数：会員13名、一般131名

【第8地区】

◇地区委員会開催6回

◇城南支部研修会　　　平成26年11月21日（金）

参加人数：会員39名、非会員6名、一般5名

◇地区研修会　　　　　平成27年３月20日（金）

参加人数：会員27名、非会員5名、一般2名

◇OTAふれあいフェスタ2014

平成26年11月2日（日）～3日（月）

参加人数：会員30名、一般740名

◇地区情報交換会　　　平成26年８月22日（金）

参加人数：診療放射線技師15名

【第9地区】

◇地区委員会開催5回

◇城西支部研修会　　　平成27年３月19日（木）

参加人数：会員54名、非会員9名、一般7名

【第10地区】

◇地区委員会開催8回

◇城西支部研修会　　　平成27年３月19日（木）

参加人数：会員54名、非会員9名、一般7名

【第11地区】

◇地区委員会開催7回

◇城南支部研修会　　　平成26年11月21日（金）

参加人数：会員39名、非会員6名、一般5名

◇地区情報交換会　　　平成26年８月29日（金）

参加人数：会員9名

◇地区情報交換会　　　平成27年２月27日（金）

参加人数：会員10名、非会員1名

◇OTAふれあいフェスタ2014

平成26年11月2日（日）～3日（月）

参加人数：会員30名、一般740名

【第12地区】

◇地区委員会開催5回

◇地区研修会　　　　　平成27年１月17日（土）

参加人数：会員29名

【第13地区】

◇地区委員会開催6回

◇地区研修会　　　　　平成26年11月18日（火）

参加人数：会員68名、非会員9名

【第14地区】

◇地区委員会開催9回

◇城東支部合同委員会　平成27年２月19日（木）

◇城東支部研修会　　　平成26年７月18日（金）

参加人数：会員36名、非会員2名

◇地区情報交換会　　　平成26年８月２日（土）

参加人数：会員11名、一般2名

◇中央区健康福祉まつり2014

平成26年10月26日（日）

参加人数：会員13名、一般131名

【第15地区】

◇地区委員会開催6回

◇城南支部研修会　　　平成26年11月21日（金）

参加人数：会員39名、非会員6名、一般5名

◇地区研修会　　　　　平成27年２月10日（火）

参加人数：会員47名、非会員3名、一般8名

◇OTAふれあいフェスタ2014

平成26年11月2日（日）～3日（月）

参加人数：会員30名、一般740名

【第16地区】

◇地区委員会開催9回

◇城北支部合同委員会　平成26年４月24日（火）

◇城北支部研修会　　　平成26年９月12日（金）

参加人数：会員29名、非会員3名、一般10名

◇地区研修会　　　　　平成26年10月23日（木）

参加人数：会員48名、非会員7名、一般10名
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4. 支部活動報告
城東支部研修会1回

城西支部研修会1回　

城南支部研修会1回

城北支部研修会1回

5. 特別委員会活動報告
【表彰委員会】委員会開催3回

◇主な活動内容

1）東京都功労者表彰推薦

2）保健文化賞推薦

3）功労表彰者推薦

◇委員会

第1回委員会 平成26年９月17日（水）

第2回委員会 平成26年11月19日（水）

第3回委員会 平成27年３月18日（水）

【災害対策委員会】委員会開催7回

◇主な活動内容

1）放射線災害時対応マニュアル策定

2）緊急被ばく医療対応に関するアンケートの検討と実施

3）緊急被ばく医療研修会の実施

◇委員会

第1回委員会 平成26年８月８日（金）

第2回委員会 平成26年９月25日（木）

第3回委員会 平成26年10月30日（木）

第4回委員会 平成26年12月11日（木）

第5回委員会 平成27年１月19日（月）

第6回委員会 平成27年２月16日（月）

第7回委員会 平成27年３月７日（土）

【定款諸規程等委員会】委員会開催7回

◇主な活動内容

1）公益法人としてのコンプライアンスに基づく会務運

営をするために、現状の定款および諸規程を見直し

更新する

2）定款改正案を策定し理事会に提案をし定期総会にて

承認を得た

3）現行の諸規程について、修正および新規策定し理事

会にて承認を得た

◇委員会

第13回委員会 平成26年４月９日（水）

第14回委員会 平成26年５月14日（水）

第15回委員会 平成26年６月11日（水）

第16回委員会 平成26年７月９日（水）

第17回委員会 平成26年８月27日（水）

第18回委員会 平成26年10月７日（火）

第19回委員会 平成27年１月23日（金）
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Ⅳ 活動報告（庶務概要）

1．平成26年度会員数

2．平成26年度会員動向

新入会員（149名）

第1地区

瀬川　　臨　　東京逓信病院

足立祐太郎　　東京逓信病院

桐原　　駿　　三井記念病院

鈴木　理沙　　こころとからだの元氣プラザ

安藤　千知　　駿河台日本大学病院

小笠原純一　　半蔵門病院

第2地区　　

鳥居　　純　　国立がん研究センター中央病院

佐々木大岳　　永寿総合病院

田辺　清菜　　浅草病院

柏　　勇樹　　浅草病院

第3地区

中村香織里　　慶應義塾大学病院

大脇　由樹　　慶應義塾大学病院

土佐　　岬　　慶應義塾大学病院

内藤　　舞　　慶應義塾大学病院

益田　翔太　　慶應義塾大学病院

柳田　秀幸　　東京新宿メディカルセンター

大谷　勇気　　大久保病院

中山　晶子　　東京山手メディカルセンター

田中　　靖　　東京山手メディカルセンター

谷畑　誠司　　東京女子医科大学病院

第4地区

矢作　康市　　東京都立広尾病院

山畑　飛鳥　　株式会社ドクターネット

中野　詩帆　　JR東京総合病院

小牧　由佳　　JR東京総合病院

團　麻那美　　日本赤十字社医療センター

穂坂　慶高　　日本赤十字社医療センター

井上　　拓　　日本赤十字社医療センター

慶長咲百合　　日本赤十字社医療センター

上田万珠代　　愛育病院

田中　龍也　　福山整形外科・メンタルクリニック

田中　宏和　　東京慈恵会医科大学附属病院

＊＊　＊＊　　＊＊＊＊＊＊

第5地区

熊谷　太郎　　佐藤病院

壽美田瑛子　　東京医科歯科大学医学部附属病院

鳥村　真芳　　順天堂大学医学部附属順天堂医院

水野　沙紀　　順天堂大学医学部附属順天堂医院

大川　　瞬　　明理会中央総合病院

小島　理美　　北部セントラル病院

�橋　良輔　　滝野川病院

田部井勝行　　東京大学医学部附属病院

第6地区

飯塚　　真　　金町中央病院

柳世　　隆　　東京慈恵会医科大学葛飾医療センター

秋葉　桃子　　東京慈恵会医科大学葛飾医療センター

今尾　　仁　　中央医療技術専門学校

鈴木　　潤　　柳原病院

油原　俊之　　東京女子医科大学東医療センター 再

福士　政広　　首都大学東京

平山　　孝　　東部地域病院

第7地区

木村　慎一　　東京臨海病院

比留間伸二　　寿康会病院

垣副　秀則　　順天堂東京江東高齢者医療センター

野口　善孝　　順天堂東京江東高齢者医療センター

山城　　淳　　岩井整形外科内科病院

安藤　雅大　　江戸川病院

木村　光男　　山田記念病院

竹中　祐太　　東京都リハビリテーション病院

鶴田　航平

第8地区

有留　和茂　　昭和大学病院

浦田　尚吾　　昭和大学病院

渡辺　貴也　　昭和大学病院

住近　啓希　　昭和大学病院

松本　明彦　　昭和大学病院

吉成　美菜　　昭和大学病院

大杉　英治　　昭和大学病院

佐藤　拓洋　　昭和大学病院

内藤　貴章　　昭和大学病院

橋本　雄作　　昭和大学病院

小野寺健太　　昭和大学病院

渡邉しおり 昭和大学病院

最上　　圭　　昭和大学病院

長谷川哲朗　　昭和大学病院

久間　　恵　　昭和大学病院

平井　隆寛　　昭和大学病院

大工原　諒　　昭和大学病院

高沢　慶介　　昭和大学病院

田村　朋子　　昭和大学病院

差引 減 増 会員数 

80 

0 

80

2088 

0 

2088

181 

0 

181

101 

0 

101

正会員 

賛助会員 

計 

平成26年度末 

賛助会員は、定款改正により平成26年11月より正会員へ移行しました。 
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杉村　英祐　　昭和大学病院

樋口　高裕　　昭和大学病院

小林　佳史　　昭和大学病院

菊池龍太郎　　昭和大学病院

坪井　友紀　　昭和大学病院

野田　一将　　東邦大学医療センター大森病院

巷野　祐介　　東京労災病院

關根　俊光　　荏原病院　　　　　　　　　　　　　再

第9地区

佐藤　真人　　高島平中央総合病院

�木　隆一　　高島平中央総合病院

石田　庸一　　東京都健康長寿医療センター

平山　健太　　西台クリニック

福田　　綾　　西台クリニック

大松　将彦　　帝京大学 医療技術学部

佐藤　　祐　　板橋中央総合病院

村田　洋美　　サン虎ノ門クリニック

第10地区

峯村　浩一　　河北総合病院

西沢　真一　　河北総合病院

瀧野　尚美　　河北総合病院

小林　春美　　小原病院　　　　　　　　　　　　　再

安田　圭佑　　立正佼成会附属佼成病院

志田　昂平　　立正佼成会附属佼成病院

渡邊　侑子　　練馬光が丘病院

竹内　　純　　荻窪病院

安田　匡宏　　慈生会病院

第11地区

齋藤　孝史　　三軒茶屋病院

島田　　亮　　至誠会第二病院

第12地区

梶山　貴幸　　公立昭和病院

圓城寺純至　　公立昭和病院

高野　裕樹　　公立昭和病院

大西　真樹　　西東京中央総合病院

島田　勇佑　　東大和病院

甲斐麻記子　　東大和病院

時岡　弘行　　東大和病院

向井　雅裕　　東大和病院

第13地区

山中　真悟　　公立福生病院

佐藤　靖高　　公立福生病院

浅野みず江　　東京都がん検診センター

福島　啓太　　杏林大学医学部付属病院

泉川　　充　　東京西徳州会病院

土田　彩音　　東京西徳洲会病院

笹川　　茜　　東京西徳洲会病院

川　幸司　　高木病院

内田　　亮　　永生病院

塚田　亮太　　東京慈恵会医科大学附属第三病院

渡辺　紘子　　野村病院

奥山　湧斗　　野村病院

志田　泰紀　　野村病院

雫　　好樹　　府中恵仁会病院

細野　忠俊　　多摩南部地域病院

浦　　直樹　　多摩南部地域病院

畑田　　瞬　　多摩南部地域病院

小甲　康隆　　多摩南部地域病院

大出水　敏　　南多摩病院

古林　佑一

第14地区

川島　修一　　千葉愛友会記念病院

大嶽　宏典　　千葉愛友会記念病院

五味　　祐　　佐倉中央病院

藤渕　智康　　千葉医療センター

小嶋　敬士　　東葛病院

鈴木　貴子　　帝京大学ちば総合医療センター

中村　和磨　　帝京大学ちば総合医療センター

大野　雅己　　国立病院機構　水戸医療センター

第15地区

鶴　　真織　　西横浜国際総合病院

加藤　仁規　　帝京大学医学部附属溝口病院

諸井　里香　　昭和大学藤が丘病院

高橋　拓也　　昭和大学藤が丘病院

藤平　浩介　　昭和大学横浜市北部病院

川崎　美玖　　横浜保土ヶ谷中央病院

磯貝　尚美

第16地区

東　　武史　　原田病院

三好　貴裕　　高崎総合医療センター

川崎　昌広　　

転入（32名）

第2地区

見尾　京子　　八重洲クリニック

石塚　幸絵　　八重洲クリニック

皆川　　健　　八重洲クリニック

本郷　由佳　　三井タワークリニック

長谷川明彦　　鴬谷健診センター

村上　公一

第3地区

鶴田　恭央　　東京医科大学病院

星野　幸宏　　目白病院

第4地区

塩谷　修伴　　北里大学北里研究所病院

馬庭　　淳　　パナソニック健康保険組合健康管理センター
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高木　秀徳　　電通健康管理センター

渡邊　美紀　　ピンクリボンブレストケアクリニック表参道

第5地区

藤崎　　剛　　都立駒込病院

第6地区

蔵持　隼人　　いずみ記念病院

土屋　　仁

木根彩由里　

第7地区

東重　　咲　　賛育病院

第8地区

松田　　満　　東京労災病院

瀧本　宗徳　　NTT東日本関東病院

梅�しのぶ

岸保　道子

第9地区

峰松　桃子　　東京腎泌尿器センター大和病院

第10地区

石田　敏哉　　練馬光が丘病院

谷田貝竜大　　河北総合病院

内海　充喬　　

第11地区

松崎　晴子　　国立病院機構東京医療センター

第12地区

鈴木　蔵九

第13地区

有川　直幸　　あけぼの病院

第14地区

金剛寺智之　　もえぎ野台よつば診療所

第15地区

中島　翔平　　森の里病院

今野　友香

第16地区

佐藤　幸光　　人間総合科学大学

転出（20名）

第1地区

下田　裕一　　結核予防会第一健康相談所 →長野県へ

第2地区

菊池　明泰　　富士フィルムRIファーマ㈱ → 北海道へ

後藤　朋子　　聖路加国際病院 →宮城県へ

第3地区

外間　　希　　伊藤外科内科医院 → 沖縄県へ

酒井　祐一　　慶應義塾大学病院 → 千葉県へ

第4地区

阿部佳良子　　西新橋保健センター → 青森県へ

土屋　文宏　　日本赤十字社医療センター → 青森県へ

第6地区

油原　俊之　　東京女子医科大学東医療センター → 埼玉県へ

第8地区

棚橋　陽介　　昭和大学病院 → 富山県へ

久住　祐輔　　昭和大学病院 → 埼玉県へ

第9地区

吉川　春美　　上板橋病院 → 神奈川県へ

第13地区

田中　　創　　稲城市立病院 → 神奈川県へ

桑原　亮太　　東京医科大学八王子医療センター →新潟県へ

倉田　靖丈　　府中恵仁会病院 → 千葉県へ

第14地区

飯村　正芳　　千葉県がんセンター → 神奈川県へ

山邊　康洋　　勝田台病院 → 千葉県へ

第15地区

山口　　香　　総合新川橋病院 → 岡山県へ 賛

鶴　　真織　　西横浜国際総合病院 → 神奈川県へ

第16地区

白鳥　綾子　　八潮中央総合病院 → 埼玉県へ

＊＊　＊＊　　＊＊＊＊＊＊

編出入（1名）

工藤　光明 所沢ロイヤル病院 正→賛

退会（80名）

第1地区

廣瀬理絵子　　株式会社日立メディコ

寺田　桂子　　健康医学協会東都クリニック

桐原　　駿　　三井記念病院

青山　幹雄　　㈱ＩＨＩ本社健康支援センター

第2地区

木下　文夫　　東京薬業健保組合健康開発センター

小野　美子　　メディカルサテライト八重洲クリニック

本郷　由佳　　三井タワークリニック

三輪一二三　　オリエンタル上野健診センター

山口　　廣　　中央三井信託銀行本店 健康推進センター

第3地区

勢登ちひろ 三越厚生事業団

城生　　葵　　慶應義塾大学病院

金谷　信一　　東京女子医科大学病院

亀田　辰夫　　江戸川橋診療所

第4地区

岩田　恭子　　慈生会病院

杉山　勝巳　　内藤病院

築根　紀子　　国際医療福祉大学三田病院

鴫原　定義　　東京慈恵会医科大学附属病院

佐々木清三　　東洋医学研究所付属クリニック

戸賀瀬　等　　葛西みなみ診療所
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三井　美佐　　新宿海上ビル診療所

山川　治美　　長谷工コーポレーション・長谷工クリニック

第5地区

中村　公行　　都立駒込病院

二俣　友紀　　ハイメディック・東大病院

松村　善雄　　日本医科大学付属病院

第6地区

小林　春美　　柳原病院

安部　真治　　首都大学東京

石原　光男　　東健メディカルクリニック

氏平　　治　　荒川区保健所健康推進課成人健診係

第7地区

熊谷　芳幸　　順天堂東京江東高齢者医療センター

新妻　邦雄　　同愛記念病院

第8地区

森田　良昭　　東邦大学医療センター大森病院

風川かおり シーメンス・ジャパン㈱

植村　義典　　東京蒲田医療センター

斉藤　　弘　　(財)全日本労働福祉協会

坂井　茂夫　　東京労災病院

福地　達夫　　ＮＴＴ東日本関東病院

第9地区

星　　幸雄　　東京都老人医療センター

大盛　信行　　サン虎ノ門クリニック

林　　敬眞　　日本大学医学部附属板橋病院

伊藤　浩子　　愛誠病院

菅原　則明　　高島平中央総合病院

徳本　広昭　　板橋区医師会病院

井手　敏典

浅沼　祥子

＊＊　＊＊　　＊＊＊＊＊＊

第11地区

原田　理映　　東邦大学医療センター大橋病院

大倉　慶子　　自衛隊中央病院

鈴木　峯岐　　自衛隊中央病院

河瀬真依子　　世田谷区保健センター

土田　吉弘

第12地区

上野　哲雄　　公立昭和病院

大森　秀雄

第13地区

島田　尋行　　永生病院

中島　　浩　　JR東京健康管理センター

小島　　武　　Y’sスタッフコーポレーション

永田　安理　　立川北口健診館

高橋　新治　　吉祥寺榊原クリニック

佐藤　正義　　公立阿伎留医療センター

高橋　芳弘　　医療法人財団川野病院

高村　晃弘　　医療法人財団良友会　タウンクリニック

宮崎　勝利　　東京医科大学病院

望月　安雄　　日本医療科学大学保健医療学部

梶谷　敏郎　　

後藤　俊文

＊＊　＊＊　　＊＊＊＊＊＊

第14地区

田中　　稔　　東京慈恵会医科大学附属柏病院

鴨川　　悟　　大野中央病院

篠塚　雅克　　医療法人弘仁会板倉病院

大久保　誠 賛

大多和慶信 賛

遣田　力也

三浦　靖則

第15地区

肥土　彰男　　及川医院

藤田　宙二 賛

竹部　英紀

工藤　正幸

第16地区

上平　　勉　　三愛会総合病院

小笠原　哲　　独立行政法人国立病院機構高崎病院

笛木　由貴　　みさと健和病院

中川　貴博 賛

会費減額（12名）

第６地区　杉渕　健造

第６地区　�橋　　勝

第７地区　藤浪喜久夫

第８地区　小塚　清巳

第９地区　遠藤　裕二　

第９地区　菊川　一晃

第11地区　江口　ルミ

第12地区　上野　哲雄

第13地区　小澤　芳輝

第13地区　中村　　章

第14地区　松坂誠太郎

第16地区　古田　達夫

3．会議の回数

総会1回、理事会11回、専門部委員会12回

4．主な発行資料および文章に関する事項

（1）定期総会開催について

（2）学術講演会など講師依頼について

（3）広告掲載のお願いについて

（4）表彰候補者の推薦について

（5）入会案内について
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5．平成26年度物故者に関する件（敬称略）

平成25年度における物故会員は次の方々です｡

謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

鴫原　定義

6．叙勲などに関する事項（敬称略）

（1）東京都功労者表彰（知事表彰）

鈴木　啓和　　　平成26年10月1日

（2）東京都診療放射線技師会表彰

【特別功労賞】

佐藤　清榮

【功労賞（勤続20年表彰）】

第１地区　小原　伸元　三菱東京ＵＦＪ銀行健康センター

第２地区　佐藤　　稔　聖路加国際病院

第３地区　草苅　正典　東京都予防医学協会

第３地区　布川　嘉信　慶応義塾大学病院

第３地区　馬場　将光　高洲整形外科内科

第４地区　�橋潤一郎　虎ノ門病院

第４地区　野口　景司　東京慈恵会医科大学附属病院

第５地区　稲葉　玲子　順天堂大学医学部附属練馬病院

第６地区　伊達崎勝教　愛里病院

第６地区　関　のりこ 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター

第６地区　蓑田　裕隆　柳原病院

第６地区　室　　則子　細田診療所

第７地区　木村　　聡　順天堂東京江東高齢者医療センター

第７地区　佐藤友加里　　

第７地区　�瀬　　誠　順天堂東京江東高齢者医療センター

第７地区　野口　幸作　東京臨海病院

第８地区　渡辺　　誠　NTT東日本関東病院

第８地区　大津　元春　東邦大学医療センター大森病院

第10地区　木暮　陽介　順天堂大学医学部附属練馬病院

第10地区　榮　健一郎　南町病院

第13地区　黒田奈美子　公立福生病院

第13地区　福田　武俊　ふれあい町田ホスピタル

第14地区　�林　正人　松戸市立病院

第15地区　黒澤　和彦　アムスランドクリニック

第15地区　原子　　満　帝京大学附属溝口病院

第15地区　福尾　和史　新百合ヶ丘ステーションクリニック

【小野賞】

第１地区　真田　昭博　杏雲堂病院

第４地区　石丸　幸喜　東京慈恵会医科大学附属病院

第５地区　關　　良充　東京北社会保険病院

第６地区　柳原　淑幸　東京さくら病院　　

第10地区　木暮　陽介　順天堂大学医学部附属練馬病院

第11地区　仲野　誠一　東京共済病院

第11地区　矢作　真一　梅田診療所

第14地区　�林　正人　松戸市立病院　　

第16地区　中谷儀一郎　日本医療科学大学

【学術奨励賞】

松下淳一　　日本大学医学部附属板橋病院

「乳房温存手術後の放射線治療における皮膚線量につい

て－ガウン着用は放射線皮膚炎を増悪させるか？－」

【学術新人賞】

熊谷果南　　公立福生病院

「透視装置使用時の術者の被ばく低減の一考察」

【学術新人賞】

龍尾香朱美　　JR東京総合病院

「マンモグラフィ検査における業務支援・指導に関する意

識調査」
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第2号議案　平成26年度決算報告（案）
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平成26年度監査報告

私たち監事は、平成26年4月1日から平成27年3月31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査しました。

その方法及び結果について、次のとおり報告します。

１監査の方法及びその内容

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、

理事会に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求

め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査しました。以上の方法に基づき、当該事業年

度に係る事業報告について検討しましたしさらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事

業年度に係る計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録につい

て検討しました。

２監査意見

（1）事業報告等の監査結果

一事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。

二理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する事実は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

計算書類及びその附属明細書並びに財産日録は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点におい

て適正に示しているものと認めます。

公益社団法人　東京都診療放射線技師会

会　長　篠 原 健 一 殿

平成27年4月21日

公益社団法人　東京都診療放射線技師会

監　事　

公益社団法人　東京都診療放射線技師会

監　事
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Ⅰ．総括

わが国は今年で戦後70年の節目を迎える。安倍晋三首相は70年を振り返り「平和国家としての歩みはこれからも

変わらない」と強調するとともに「次なる80年、90年、100年に向け、日本は積極的平和主義の旗の下、世界の平

和と安定に一層貢献していかなければならない。この明確な意思を世界に発信したい」と述べた。“アベノミクス”

において、医療は第三の矢（成長戦略）の重要な要素と位置付けられたが、われわれ日本の診療放射線技師も国内

にとどまらず世界に対して診療放射線技術（人材）の発展・普及、ひいては経済や社会の安定に寄与できるものと

確信している。

昨年6月18日、第186国会において業務範囲拡大などに関する診療放射線技師法改正を含む「地域における医療

及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備などに関する法律案」が成立した（同6月25日公布、一

部即日発効を除き本年4月1日発効）。これに伴う国民の皆さまの安心・安全な医療推進のための講習会などについ

て必要な事業を推進する所存である。

また、公益社団法人日本診療放射線技師会の重要な政策である。

①がん対策基本計画に基づく診療放射線技師の充実及び環境整備

②チーム医療を推進するための診療放射線技師の活用

③医療安全のための適切な管理体制の構築

1）医療放射線による被ばくの管理体制　2）放射線関連医療機器の管理体制　3）画像データの管理体制

④養成教育の四年制大学化への移行及び卒後臨床研修の制度化

⑤緊急被ばく並びに医療被ばくに対応するための専門官の配置

⑥放射線の教育・普及啓発活動に対する診療放射線技師の活用

⑦診療放射線技師法の改正

などについても引き続き協働して推進していく。

本年は1895年にレントゲン博士（Wilhelm Conrad Ro‥ntgen）がエックス線を発見してから120周年の記念の年

でもある。関連の記念行事に会員の積極的な参加を促し、一般の方々や他職種への啓発・情報普及を図るととも

に、2020年東京オリンピックに向け、海外の人々が日本の医療機関を受診した際に少しでも安心できるような診療

放射線技師の育成（語学・接遇など）にも着手したいと考える。

われわれは国民の信頼にこたえ、医療安全の確保、医療及び公衆衛生の向上に寄与すべく「チーム医療を推進

し、国民及び世界に貢献する診療放射線技師の育成」をスローガンとして各種事業を展開していく。そして、高性

能化・多様化する医療機器、高度化する医療技術を学ぶ機会を供するとともに、エビデンスに基づいた医療技術を

発展・普及させていかなければならない。広告のできる認定技師制度、領域別読影専門技師の育成、業務の診療報

酬への反映、関連法令の改訂など、政策立案が必要であり、診療放射線学の発展に寄与すると共に生涯教育・専

門教育・各種認定・業務範囲の拡大に伴う研修など、公益社団法人日本診療放射線技師会をはじめとした関連団

体と適切に連携・協力しながら推進していく所存である。また、被ばく相談、各種検査受診の啓発や不安解消、骨

密度測定、マンモ触診体験、ピンクリボン運動への参加など、都民の中に入っていく公益事業も引き続き推進する。

災害対応への意識を風化させないために、防災・減災・緊急被ばく医療・BCP（事業継続計画）なども災害対策

委員会を中心に活動していく。

会員諸氏のより一層のご支援とご協力をお願いする次第である。

第3号議案　平成27年度事業計画（案）
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Ⅱ．定款に基づく本会の事業

（目的）
この法人は、診療放射線学の向上発展と放射線障害の防止に関する事業を推進するとともに、東京都における診

療放射線技師の職業倫理を高揚することにより、放射線検査・治療技術の質の確保と都民の健康および医療、なら

びに保健の質の維持発展に寄与することを目的とする。

（事業）
この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（1）診療放射線学の向上のための学術及び科学技術の振興、並びに調査研究を目的とする事業

（2）放射線医療及び放射線障害防止に関する啓発普及事業

（3）放射線関連機器の安全管理を推進する事業

（4）医療、公衆衛生に関する関連機関団体との連携協調の促進

（5）前各号の主旨を目的とした学術誌の刊行

（6）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

1．診療放射線学の向上のための学術及び科学技術の振興、並びに調査研究を目的とする事業、及び放射線関連機
器の安全管理を推進する事業

東京都民、本会会員、診療放射線技師および医療従事者を対象に下記の事業で知識の啓発普及を行います。ま

た診療放射線技師においては、職業倫理を高揚し保健の質の維持発展および公衆衛生の向上に寄与します。この事

業を通して、放射線災害や放射線事故に備えて、会員および広く診療放射線技師に対して緊急事態時における放射

線測定や放射能除去の訓練を常日ごろより行うとともに、東京都民に対する啓発や知識の普及を行います。これら

の広報は、本会学術誌やホームページを通じて公表します。

1）ペイシェントケア学術大会

開催時期：6月　土曜日　

開催場所：日暮里サニーホールまたは東京都内のイベントホール

主　　催：公益社団法人東京都診療放射線技師会

後　　援：東京都および開催場所の市または区

実施内容：ペイシェントケアをテーマに患者医療に関する公開講演会およびシンポジウムを実施します。

2）サマー・ウインターセミナー

開催時期：8月および１月下旬　土曜日

開催場所：東京都内のイベントホールまたは大学病院の講堂など

主　　催：公益社団法人東京都診療放射線技師会

実施内容：最新の診療放射線機器の情報提供を機器メーカー側とユーザーである会員側から、それぞれの立場で

講演を行います。また放射線災害や放射線事故に備えて、緊急事態時における放射線測定や放射能

除去の方法を実習など取り入れながら行います。

3）メディカルマネジメント研修会

開催時期：11月中旬

開催場所：東京都内のイベントホールまたは大学病院の講堂など

主　　催：公益社団法人東京都診療放射線技師会

実施内容：診療放射線技師をはじめ医療職の管理職を対象に危機管理や経営学をはじめ、各業界から専門家を

招いて研修を行います。

4）合同学術講演会

開催時期：9月上旬

開催場所：東京都内のイベントホールまたは大学病院の講堂など

主　　催：公益社団法人東京都診療放射線技師会・公益社団法人日本放射線技術学会東京支部

実施内容：東京都内の診療放射線技師が所属する２団体での合同企画であり、講師に診療放射線技師はもとよ

り、医師、看護師をはじめとしたコメディカル分野の専門家、および有識者を招きます。
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5）診療放射線技師の民間の給与、放射線医療に関する実態調査および各種研修会および講演会にてアンケートを

実施し、その動向を調査し、今後の活動に生かす情報取得に努めます。これらの情報は、学術誌やホームペー

ジを通じて公表します。

2．放射線医療及び放射線障害防止に関する啓発普及事業
東京都民を対象に下記の事業にて放射線医療および放射線障害防止の知識の啓発普及を行います。それぞれのイ

ベントでは展示ブースなどを設置し、写真やパネルの展示、パンフレットおよび本会学術誌の配布を行います。ま

た一般参加者からの医療被ばく相談や放射線に関する質問に対しては、会員が応対し、無料で適切なアドバイスを

行います。これらの広報は、本会学術誌やホームページを通じて公表します。

1）ピンクリボンウオーク2015

開催時期：4月5日

開催場所：日比谷公園

主　　催：認定NPO法人乳房健康研究会

実施内容：パンフレット配布、放射線Q&A・医療放射線被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、学術誌配布

2）看護フェスタ2015

開催時期：5月16日

開催場所：新宿駅西口広場イベントコーナー看護フェスタ2015会場

主　　催：公益社団法人東京都看護協会

実施内容：パンフレット配布、放射線Q&A・医療放射線被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、診療放射線

技師の進路相談、放射線クイズ、学術誌配布

3）中央区健康福祉まつり

開催時期：10月下旬　日曜日

開催場所：中央区あかつき公園・福祉センター・中央区保健所

主　　催：中央区

実施内容：パンフレット配布、放射線Q&A・医療放射線被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、学術誌配布

4）OTAふれあいフェスタ2015

開催時期：11月初旬　土・日曜日

開催場所：平和島競艇場内水の広場

主　　催：大田区

実施内容：パンフレット配布、放射線Q&A・医療放射線被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、骨密度測

定、学術誌配布

5）医療被ばくや放射線に関する相談への対応

ホームページを利用して一般の方からの医療被ばく相談や放射線に関する質問に適切にアドバイスを行います。

3．医療、公衆衛生に関する関連機関団体との連携協調の促進
1）東京都福祉保健局医療政策部と連携を図り、医療従事者ネットワークに参加する医療専門職関連団体との連携

を強化し、医療におけるさまざまな諸問題について協議を行い、改善を図ります。

2）公益社団法人日本診療放射線技師会の生涯教育セミナー、臨床実習指導教員、放射線機器管理士および放射線

管理士講習会などの事業に協力します。関東甲信越診療放射線技師学術大会を共催し、関東甲信越地域の放射

線技師会との連携を図ります。

3）放射線関連団体、医療関連機関、医療関連職能団体との交流を促進します。

4）東京都内の診療放射線技師を養成する大学などと連携し、本会刊行物の無料配布を通じて診療放射線技師が果

たす医療の役割を理解していただく啓発活動を行います。
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4．前各項目の主旨を目的とした学術誌の刊行
1）学術誌「東京放射線」の刊行。

月刊誌「東京放射線」を発行し、会員に配布するとともに国立国会図書館、医療関連機関、全国の放射線技師

会および診療放射線技師を養成する大学などに寄贈します。またイベントの展示ブースにて、都民をはじめ一般

の方に広く配布します。

2）本会の活動に関する図書の刊行。

診療放射線技師および放射線医療に役立つ学術資料を刊行します。

5．その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
1）診療放射線技師の生涯教育を行います。

診療放射線技師のエキスパートにより、少人数制で専門的で高度な技術を習得し、診療放射線技師の生涯教育

の目的で行います。またフレッシャーズセミナー、各種基礎技術講習、静脈注射講習会など、公益社団法人日

本診療放射線技師会との共催として開催し、技師としての礎を築くことができるようにいたします。これらを通

じて入会促進に努めます。

2）専門技術および資格の取得に向けた講習会を行います。

他団体と連携を図り、専門技術のさらなる習得と認定技師制度に基づく取得を目的に、きめこまかな生涯教育、

MRI集中講習会を開催します。

3）日暮里塾ワンコインセミナー（NOC）と称して、本会事務所研修センターにて、医療・健康・放射線技術など

のさまざまなテーマで、誰でも参加できるセミナーを行います。

4）本会は、定款諸規程および内規に則って運営を行います。この定款諸規程を現状の組織運営に適した修正作業

を行います。

5）組織の活性化、新卒者などの入会促進のための活動を行います。更に雇用の促進と確保に努めます。

6）会員の中から、叙勲、厚生労働大臣表彰、東京都知事表彰、医療功労者表彰などへの申請を行います。また本

会における規定の表彰を行います。

7）学術誌「東京放射線」のデータ化に努め、資料を残せる体制の強化に努めます。

8）地球環境保全活動の推進のため、地域の清掃活動などに参加します。また禁煙運動を促進し、健康の普及を推

進します。
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Ⅲ．委員会事業計画

平成27年度の各委員会の事業計画が次のように企画されています。会員の皆さまのご協力お願いします。なお、

日時および詳細につきましては当該委員長にお問い合わせください。

1．専門部委員会

総務委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・委員会を年6回開催する。

・総会の準備を行う。

・理事会の準備を行う。

・中間監査の準備を行う。

・期末監査の準備を行う。

・新春のつどいの準備を行う。

・役員研修会の準備を行う。

・役員選挙の準備を行う。

庶務委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・委員会を年4回開催する。（不定期）

・会員データベースの再構築を目的に、会員一人ひとりの調査を行う。

・委員長と委員との情報の共有化に努める。

・会員動向の調査を行い、会員維持の方策を検討する。

編集委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・委員会を年12回開催する。（毎月第2～3週に開催予定）

・会誌の校正を紙面およびPDFファイルを使用しておこない、8月を除く毎月１日に発行する。

・過去の写真データの電子化ならびに管理システムを構築する。

・会誌進呈先の再検討を行う。

・東放技ロゴマークの活用方法を検討する。

学術教育委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・委員会を年11回開催する。（毎月第１水曜日開催予定）

・ペイシェントケア学術大会を開催する。（平成27年6月開催予定）

・サマー・ウインターセミナーを開催する。（平成27年8月、平成28年2月開催予定）

・きめこまかな生涯教育を開催する。（平成27年5月、10月、平成28年2月開催予定）

・日暮里塾ワンコインセミナーを開催する。（地区との合同開催も含む適時開催予定）

・メディカルマネジメント研修会を開催する。（平成27年11月第2木曜日開催予定）

・合同学術講演会を開催する。（平成27年9月第2木曜日開催予定）

・MRI集中講習会を開催する。（平成28年2月開催予定）

広報委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・一般市民に対する骨密度無料測定・放射線被ばく相談・放射線検査や放射線に関わる資料の無料配布・放射線

検査に関する説明・乳がん検診(検査)の紹介と乳がんのしこり体験などを通して、放射線に関する普及・啓発活

動を行う。

・委員会を年11回開催する。

・健康福祉まつり・イベントへ参加する。
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・幟（のぼり）作製の検討を行う。

・都民への配布資料を作成する。

厚生調査委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・会員へ必要とされる情報の収集活動と分析・都民への診療放射線技師の認識調査および広報活動・会員への親睦

活動を中心に事業を展開する。

・委員会を年10回開催する。

・業務関係・給与関係・技師会活動関係などのアンケート調査を行う。

・広報委員会、学術教育委員会に関係するアンケート調査を行う。

・使用済み切手の収集活動を行う。

・都内病院施設の名簿管理を行う。

・募金活動などの企画を提案する。

・会員親睦行事を開催する。

情報委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・委員会を12回開催する。（毎月第3週火曜日開催予定）

・ホームページを定期に作成・更新を行う。

・東京都診療放射線技師会主催行事・研修会・イベント開催案内を掲載する。

・関係団体主催行事・研修会・イベント開催案内を掲載する。

・学術大会等開催案内を掲載する。

渉外委員会

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。

・表彰委員会の準備を行う。

・叙勲およびその他の団体表彰候補者の推薦を行う。

・日本診療放射線技師会へ功労表彰・永年勤続表彰候補者の推薦を行う。

・東京都診療放射線技師会　各功労賞候補者および団体の推薦を行う。

2．地区（支部）委員会

第１地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。（平成28年2月に第1地区研修会を開催予定、平成27年7月と12月に情報交

換会を開催予定）

・支部研修会を開催する。（平成27年7月または11月頃開催予定）

・地区委員会を年11回開催する。（毎月第3火曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メール・直接出向くなどで積極的に入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・地区委員を増やす。

・地区のHPを作成する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第2地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。（平成27年11月に第2地区研修会を開催予定）

・支部研修会を開催する。（平成27年7月に城東支部研修会を開催予定）

・地区委員会を年6回開催する。（拡大理事会開催月第3曜日開催予定）
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・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・中央区健康福祉まつり（被ばく相談・乳房しこり触診体験）への参加（平成27年10月に開催予定）

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第3地区

・地区主催活動（おもに研修会）を通じて活性化を図る。

・城西支部研修会の開催補助。

・第3地区研修会を開催する。

・地区委員会を年6回開催する。（理事会開催月　第3木曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで積極的に入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行い活動・情報伝達の充実を図る。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行い充実した地区活動につなげる。

・小野賞を選考する。

・地区委員が積極的に本部・各支部行事に参加し、会全体の活性化を図る。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②ペイシェントケア学術大会③学術研修会④きめこまかな生涯教育⑤学術講演会

⑥学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑦地域環境保全活動⑧新春のつどい など

第4地区

・地区主催活動（おもに研修会）を通じて活性化を図る。

・城南支部研修会の開催補助を行う。（第11地区主導開催予定）

・第4地区研修会を開催する。

・OTAふれあいフェスタへの積極的な参加。

・地区委員会を年6回開催する。（隔月第3水曜日開催予定）

・地区委員会を年6回メール会議にて開催する。

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行い活動・情報伝達の充実を図る。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行い充実した地区活動につなげる。

・小野賞を選考する。

・地区委員が積極的に本部・各支部行事に参加し会全体の活性化を図る。

・支部内の地区との連絡を密にし、連携を強化していく。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい⑧OTAふれあいフェスタ など

第5地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。（平成28年2月に第5地区研修会を開催予定）

・支部学術研修会を開催する。（平成27年10月頃に城北支部研修会を開催予定）

・地区委員会を年11回開催する。

・パンフレット（第5地区見聞五録／第5地区だより）を郵送し、また電話・メールなどで積極的に情報共有と活性

化を図る。

・地区行事に参加した非会員にパンフレットを配布し、入会促進を図る。

・地区会員名簿の確認と更新を行う。

・小野賞を選考する。

・クリーン日暮里21（主催　荒川区青少年日暮里地区委員会）に参加し日暮里駅前清掃活動を行う。（原則20日で
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日曜日・祝日にあたる日）

・荒川クリーンエイド活動に参加する。（平成27年10月開催予定）

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第6地区

・地区（研修会・情報交換会）を開催する。（平成27年11月頃に第6地区研修会を開催予定）

・支部研修会を開催する。（平成27年10月頃に城北支部研修会を開催予定）

・地区委員会を年6回開催する。（奇数月第3水曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第7地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。

・城東支部研修会を開催する。

・地区委員会を年6回開催する。（隔月第三水曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで積極的に入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第8地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。（研修会 年1回、夏に情報交換会を開催予定）

・支部研修会を開催する。

・地区委員会を年6回開催する。（隔月第2木曜日開催予定）

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第9地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。（平成27年11月に開催予定）

・支部研修会を開催する。（平成28年2月に城西支部研修会を開催予定）

・地区委員会を年6回開催する。（偶数月第3水曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで積極的に入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。
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・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第10地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。（平成28年3月頃に開催予定）

・地区委員会を年10回開催する。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第11地区

・地区学術研修会を開催する。（平成27年10月頃に東邦大学医療センター大橋病院にて開催予定）

・地区情報交換会を開催する。（平成27年8月に夏季情報交換会、平成28年2月に新年情報交換会を開催予定）

・地区委員会を年9回開催する。（2月、8月、12月を除く）

・地域に貢献するボランティア活動を行う。

・未入会者には積極的に入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・他地区との交流を積極的に図る。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第12地区

・地区研修会を開催する。（平成28年1月に第12地区研修会を開催予定）

・支部研修会を開催する。（平成28年2月に多摩支部研修会を開催予定）

・地区委員会を年6回開催する。（偶数月第3水曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・町田健康づくりフェアーに参加し、市民に骨密度測定・放射線に関する相談や説明・乳癌検診のＰＲを行う。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第13地区

・地区研修会を開催する。（平成27年10月開催予定）

・支部研修会を開催する。（平成28年2月開催予定）

・地区委員会を年6回開催する。（隔月木曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで積極的に入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。
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・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第14地区

・支部研修会を開催する。（城東支部研修会を開催予定）

・地区情報交換会を開催する。（平成27年8月に工場見学を開催予定）

・地区委員会を年10回開催する。（偶数月第4火曜日を開催予定とし、奇数月は臨時開催）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、またメールなどで入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

第15地区

・地区主催活動として地区研修会を開催する。

・城南支部研修会を開催する。（開催担当第11地区のバックアップをする）

・地区委員会を年6回開催する。（拡大理事会月第2金曜日開催予定）

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メールなどで積極的に入会促進を図る。

・地区会員名簿のメンテナンスを行い、情報伝達の充実を図る。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網の充実を図り、地区の活性化につなげる。

・城南支部（第4・8・1・15地区）の地区間連携を図る。

・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②ペイシェントケア学術大会③学術研修会④きめこまかな生涯教育⑤学術講演会

⑥学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑦地域環境保全活動⑧新春のつどい など

第16地区

・地区研修会・情報交換会を開催する。（平成27年10月頃に地区研修会を開催予定）

・支部研修会を開催する。（平成27年10月頃に城北支部研修会を開催予定）

・地区委員会を年6回開催する。（隔月第4曜木曜日開催予定）

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。

・小野賞を選考する。

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。

①総会②学術研修会③きめこまかな生涯教育④学術大会（日放技・関東甲信越地域）⑤学術講演会

⑥親睦行事⑦新春のつどい など

3．特別委員会
表彰委員会

・表彰規定に基づき叙勲およびその他の団体表彰候補者の選考・審査を行う。

・東京都診療放射線技師会　各功労賞候補者および団体の選考・審査を行う。

災害対策委員会

・災害時対応マニュアル策定

・緊急被ばく医療研修会実施

・自然災害における災害対策に関する啓発活動

・委員会を年11回開催する
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第4号議案　平成27年度予算（案）
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超音波画像研究会　定例会･講習会

パイプライン パイプライン 

第240回定例会
日　　時：平成27年６月10日（水）18時30分～ （受付18時00分）
会　　場：東都文京病院（東京都文京区湯島3－5－7）スカイルーム
講　　師：東京医科大学病院画像診断部　河本敦夫先生
テ ー マ：「頸部エコーのあれこれ」

頸動脈、甲状腺など検査を行うなか、頸動脈や甲状腺の他にリンパ節、筋肉、顎下腺などさ
まざまなものが観察されます。見えているけど見ていない、見ているけど良くわからないな
どで有耶無耶にならないよう解決の糸口になるべく東京医科大学付属病院 河本先生に「頸
部エコーのあれこれ」と題してご講演いただきます。

参 加 費：会員500円/準会員・非会員1000円/新入会3000円（入会金含む）/学生無料
問合せ先：中央医療技術専門学校　菅　和雄､今尾　仁　あて　

tel 03-3691-1879（16時30分～18時00分）
超音波画像研究会　事務局　E-mail  us.image.workshop@gmail.com

第12回ワンバイツー講習会（腹部超音波実技講習会）
腹部初心者講習会の受講者や初心者から一歩進んだ方を対象とした講習会。装置1台に受講者2名で、腹

部超音波検査を徹底してレベルアップするためのハンズオンセミナーです。
日　　時：平成27年7月12日（日）8時45分～17時00分
会　　場：中央医療技術専門学校（東京都葛飾区立石3－5－12）
定　　員：12名（定員となり次第受付を終了致します。また、極少数である場合は費用返却のうえ中止

する場合もあります。）
参 加 費 : 会　員20,000円（昼食含む、会員とは入会金支払い済である会員）

準会員25,000円（ホームページ上での入会者、入会金、昼食含む）
非会員25,000円（入会金、昼食含む）

申込方法・申込先：E-mailのみ　Uskenkyukai@aol.com 担当　安納　
問合せ先 : 公益財団法人　武蔵野健康づくり事業団　放射線科　安納

TEL : 0422-51-2828 ※16時00分～17時00分（土、日、祝日を除く）

http://us-image.kenkyuukai.jp/
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パイプライン パイプライン 

マンモグラフィ研修会（読影入門編）

平成27年度　東京都がん検診センター

１ 対　　象：診療放射線技師　
２ 実施日時：第1回　平成27年6月11日（木）13：55～17：30

第2回　平成27年6月12日（金）13：55～17：30
※2回とも同じ内容です。

３ 内　　容：
13：55～　　　　オリエンテーション
14：00～15：00 講義『乳がん検診の概要と所見用語の解説』当センター放射線科技師
15：10～17：30 臨床マンモグラム読影実習（グループ実習）当センター放射線科技師

４ 会　　場：東京都がん検診センター　2階研修室（下図参照）
５ 募集定員：各回　先着36名（定員に達した時点で締め切ります）
６ 受 講 料：3,000円（当日、お持ちください）
７ 持 ち 物：ルーペ（写真読影時に使用）、筆記用具
８ 申込方法：①メールアドレスをお持ちの方　当センターHPから『インターネット予約』

（http://www.tokyo-cdc.jp/kousyuu/kensyuu/asp.html ）にてお申し込みください。
②メールアドレスをお持ちでない方

申込書に必要事項を記入の上、FAXにて下記までお送りください。
＊FAXにてお申込みいただいた方全員に、受講の可否をご連絡いたします。

９ 申込み及びお問合せ先：
（公財）東京都保健医療公社　東京都がん検診センター　経理係

〒183-0042 東京都府中市武蔵台2－9－2
TEL：042-327-0201（代） FAX：042-327-0297   E-mail：togan＠tokyo-cdc.jp 

○JR中央線・武蔵野線「西国分寺駅」

徒歩15分

西国分寺駅南口「総合医療センター」行バス　終点下車

○JR中央線「国分寺駅」

国分寺駅南口「総合医療センター」行バス　終点下車

○JR中央線「国立駅」

国立駅南口「府中駅」行バス　終点下車

○京王線「府中駅」

「国立駅」行バス　総合医療センター下車

マンモグラフィ検査に携わって間もない方、基礎から学びたい方を対象に、読影の基礎を内容

とした研修会を実施します。用語の解説などの講義を行い、読影実習では実際に症例を見て読影

し解説を行います。

＜研修会場案内図＞
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5月号 

News

公益社団法人　東京都診療放射線技師会 
第12回理事会 

公益社団法人　東京都診療放射線技師会 
第12回理事会 

前回連絡会議事録確認
前回議事録について確認を行ったが修正意見はなかった。

理事会定数確認
出席：19名、欠席：1名

会長挨拶
平成26年度の最後の理事会ということで一年経つのが早

いです。昨年もさまざまな事業を展開してきましたが、本
年度の最後の理事会をよろしくお願いします。年度末とい
うこともあり年度初めに向けてのいろいろな事業計画案が
ありますのでご審議お願いします。前回もお知らせしまし
たが、3月17日に公益法人になって最初の立ち入り検査が
あります。ただ今、総務・庶務・経理委員会を中心に準備
を着々と進めております。けれども、なかなか厳しい検査
です。われわれの活動は、もともとが公益性のある活動で
す。監事にも厳しくみていただいています。不正なことは
していませんので正々堂々と受けたいと思います。それと、
今年はⅩ線発見から120周年のため、私も会誌に書いてい
ますが、さまざまなイベントがあります。今年が120周年の
年であるという広報など、いろいろな人たちに知らせて行
く活動もしていきたいと思います。日本診療放射線技師会
でも6月にX線発見120周年の記念式典を計画しています。
また、3月17日の立ち入り検査に向けて掛かりっきりです
が、済みましたら、2019年の学術大会に向けて準備をして
いきたいと思います。会場探しなどを本格的に始めてまい
りますので皆さまのご協力をお願いします。2019年はオリ
ンピックの前の年で、ラグビーのワールドカップの年でも
あります。その辺りの日程で開幕戦や決勝戦が、東京の新
しい国立競技場で行われ、重なると大変だなという気もして
います。

報告事項
1）会長
・第9回の五役会ですが主に公益法人の立ち入り検査にお

ける協議ということで四谷監査法人の公認会計士と、両
監事にも出席していただいて、事前にポイントを抑える

協議会を行っております。
・その他、活動報告書に追加なし。
2）専門部委員会報告
・活動報告書に追加なし。
3）委員会報告
・災害対策委員会

皆さまの協力により、3月7日の勉強会の事前登録が20名
を超えました。

・活動報告書に追加なし。
4）地区活動報告
第5地区
・地区委員会開催日2月21日（土）→2月18日（水）に訂正
第9地区
・第9地区の新地区委員に帝京大学病院の方になっていた

だく予定でおりますので、後ほど審議を願います。
城東支部
・城東支部委員会→城東支部合同委員会のため人数が第2

地区だけの人数になっています。第1・2・7地区の合計
人数で18名となるため、訂正して総務委員会に送ります。
その他、活動報告書に追加なし

議　事
1）平成27年度事業計画案について

運営委員会に事前資料を配布し、各委員に広く意見を求
めた。
会長が補足説明し、意見、質問を求めたが特になかった
ので採決を諮った。

篠原会長：会誌に掲載する前に、編集委員会が校正を行い
ます。てにをはなどが違う箇所があれば訂正しますが、
意味合いが変わることはありません。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
2）平成27年度事予算案について

運営委員会に事前資料を配布し、各委員に広く意見を求
めた。
関理事が補足説明し、意見、質問を求めたが特になかっ
たので採決を諮った。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

日　　時：平成27年3月5日（木）
午後6時45分～午後8時00分　

場　　所：公益社団法人東京診療放射線技師会　事務所
出席理事：篠原健一、白木　尚、石田秀樹、関　真一、

野口幸作、浅沼雅康、市川重司、江田哲男、
高坂知靖、高野修彰、安宅里美、藤田賢一、
平瀬繁男、竹安直行、岡部博之、飯島利幸、
千葉利昭、鈴木　晋、工藤年男

出席監事：野田扇三郎
指名出席者：斎藤謙一（第1地区委員長）鈴木雄一（第5地区

委員長）富丸佳一（第7地区委員長）、鎌田修
（第8地区委員長）、今野重光（第10地区委員
長）、原子満（第15地区委員長）、渡辺靖志（災
害対策委員長）、高林正人（第14地区委員長代
理）、崎浜秀幸（第13地区委員長）、雨宮広明
（総務委員）、河内康志（総務委員）

欠席理事：葛西一隆
議　　長：篠原健一（会長）
司　　会：白木　尚（副会長）
議事録作成：河内康志
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3）第14回都民公開講座後援名義使用申請（東京都臨床工
学技士会）
第14回都民公開講座後援名義使用申請について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
4）事業計画申請の件
①第45回日暮里塾ワンコインセミナー（学術教育が行く／

入会促進）
平成27年5月8日（金）、東京都済生会中央病院開催につ
いて審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
②看護フェスタ2015

平成27年5月16日（土）、新宿駅西口広場イベントコー
ナー開催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
③ピンクリボンウォーク

平成27年4月5日（日）、東京都日比谷公園開催について
審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
④多摩支部研修会

平成27年4月28日（火）国分寺労政会館第4会議室開催
について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
3）新入会に関する件
・2月度　新入会5名、転出3名、退会7名、会費減額処置

1名。
【承認：19名、保留：0名、否認0名】

4）その他　　
・第66回定期総会開催について

平成27年6月27日（土）第66回定期総会開催について審
議した。
会長が補足説明し、意見、質問を求めたが特になかった
ので採決を諮った。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
・第9地区の新地区委員について

運営委員会に事前資料を配布し、第9地区の新地区委員
について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

地区質問、意見に関する事項　
1）【第5地区】
・年に3回未払い請求が来ていると伺いましたが、具体的

にいつ頃か教えてください。
野口理事：会費の請求に関しては日本診療放射線技師会が

おこなっているので明確な時期については把握していま
せん。前回の理事会にて未納退会について2年間の未納
期間に5～6回は未払い請求をしていることから年3回く
らいとお話しました。時期については、おそらく2月ごろ
と10月ごろと年末ではないかと思われます。

篠原会長：会費の請求に関しては明確な時期は決まってい
ませんが、日本診療放射線技師会でもできるだけ再請求
ならびに再々請求に関しては早めにおこなうといってい
ました。また、会員システムのトラブルもあり、再請求
が遅れるなどの不具合がありましたが、会員システムが
安定しましたら時期を決めて定期的におこなえるように

なると思います。いずれにしても年3回くらいが妥当だと
思います。

2）【第7地区】
・会誌のＰＤＦ化について、雑誌という形でもらうよりも

ＰＤＦで会誌を貰いたいという要望がありました。さま
ざまな利便性を考え要望する人には会誌のＰＤＦ化での
配布という選択肢もあって良いのではないかと考えます。
セキュリティーや会費の問題などいろいろあるかもしれ
ませんが地区より要望の声がありましたのでご検討頂け
ればと存じます。

篠原会長：この件についてはいろいろな意見があると思い
ますが、現状の紙（会誌）をすべて電子化にすることは
無理だと思います。いろいろな環境の中に会員の方がい
ることや学術誌という意味合いもありますので難しいで
す。ただし、ある一定期間後にＰＤＦ化にして閲覧でき
るようにすることは、可能だと思います。また、会員の
方々の中から会誌を要る人、要らない人と分けて対応す
ることは難しいです。

浅沼理事：編集委員長ならびに定款諸規定委員の立場から
ですが、ひとつ大きな枠組みとしては公益事業費として、
会の収入の50％以上を公益として使用しなければならな
いという点があります。会誌には学術誌として会員の方
に情報を提供し技術的な向上を図り、都民に啓発すると
いう面があり、公益事業費の中で大きなウエイトをしめ
ています。また、定款の内容によっては決議をとる際に
すべての会員に情報を送らなければならない事例が発生
します。その際に、ホームページでの閲覧になりますと
会員の意思がはたらき、見る、見ないが出てきますが、
現状の会誌であれば全会員に送っているので、必要な情
報を提供し総意を得る際の絶対条件のひとつとなります。
ＰＤＦの配布についてもＰＣの環境などにより見られな
い場合がありますので、全会員への情報提供について、
会誌は絶対に必要となります。この点を加味してコスト
軽減や簡便さなど、他の方法を慎重に検討しなければな
りません。例年、こういった話は出ていますがこれらの
条件を満たせないため、変更には至れない状況です。

白木副会長：費用という点では、収支予算書の中で公益事
業と会員のための予算と分かれていますので、見てもら
えばわかると思います。

市川理事：学術教育の視点からいうと、学術誌は放射線技
術学会をはじめ、今の世の中の流れでは電子化が進んで
います。個人的には、会誌は残していきたいと思ってい
ますが、地区からの意見には、こうした背景もあるので
はないかと思われます。また、電子化によるコスト削減
分を他の事業に有効活用したりすることで会員の満足度
を上げていくといったことを当技師会でも考えていき、
前向きに検討していくことが必要かと思います。特に学
会誌の中の論文などは、ホームページ上にどんどん載せ
ていくことが、学術担当の立場として非常に重要だと思
っています。

篠原会長：今後の方向性のひとつとして見据えておいてい
いと思いますが、今すぐに切り替えるのは時期尚早かと
感じます。ある特定の目的を持った学術誌については、
さほど問題はないのかもしれませんが、職能団体の会誌
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としては、いろいろな環境や立場の方がいるので難しい
です。ただ、将来的には必要となっていきますので、今
後も検討していきたい。

白木副会長：この件につきましては、各地区でも今後検討
してみてください。

篠原会長：会誌を発送後に、ホームページ上にPDFなどで
掲載することは大変なことですか。

浅沼理事：編集委員会としては、さほどお金をかけずに電
子化にすることは可能ですが、ホームページ上での運用
をどうするかになります。また、セキュリティーなどの
発生の問題もあります。

白木副会長：情報委員会としては、すぐの対応は難しいで
すとのことでした。

篠原会長：会誌の全ページを電子化すると容量もかなり大
きくなりますので、これらの問題を踏まえながら、継続
して検討していきたいです。

3）【第16地区】
・60歳以上定年退職者の退会が多い事への対策として、当

会もJART会誌納入規程　第3章　会費の免除の導入を
検討していただきたい。また同規程の参考になる規定部
分も紹介します。第8条（会費の終身免除）25年または
30年勤続表彰受賞者で25年以上継続して会員であった者
で55歳以上の会員は、10万円を本会に納付し、その旨
を申請することにより、翌年度以降の会費は終身にわた
って免除されるものとする。第9条　被表彰者の免除
第10条　特別寄付者の免除など。

白木副会長：こちらは、日本診療放射線技師会の規程とな
ります。東京都診療放射線技師会にも会費の免除規定が
あります。

野口理事：東京都診療放射線技師会の会費の免除。第8条、
正会員で次の各項のひとつに該当する者は会費免除の取
扱いを受けることができる。①に病気、療養。③に医療
技術派遣、海外出張。④に出産、育児。そして②に40
年以上正会員であり、年齢が70歳に達し、かつ無職であ
る者となっています。

篠原会長：いちばんの違いは、日本診療放射線技師会では
55歳以上で25年または30年勤続表彰受賞者で25年以上
継続して会員であった者は、10万円で会費免除となると
ころで、若い年齢で本人の意思で終身会員になれるとい
った点です。工藤理事がいわれていたように60歳以上で
の定年退職時に退会する方が多いようですので、どのく
らい要望があるのか調べながら検討していきたいです。

野口理事： 60歳で減額申請をおこない70歳で免除といっ
た流れでやっていただけると良いと思います。

4）その他【第3地区】
平瀬理事：先月の未納退会者リストに載っていた方から、

平成23年度から26年度まで未納となっているが、平成23
年度、24年度の会費は払っていると地区委員をかえして
連絡がありました。本人いわく会費納入の領収書はない
が、平成25年1月に診療放射線技師実習施設指導者等養
成講習会を受講および修了しているとのことで、会費を
支払っていなければ受講できないはずなので平成23年度
および24年度は支払っているとのことですが、どのよう
にしたらよいですか。

篠原会長：まず、会費の請求は一括して日本診療放射線技
師会がおこなっているので、そちらに問い合わせてみて
はどうですか。

平瀬理事：問い合わせてみたが、未納扱いになっているの
で4年分の請求がきて困っているとのことでした。

野口理事：今すぐに、回答はできませんが、今後調査をお
こなっていくことはできます。

篠原会長：日本診療放射線技師会で調査をしてみます。

連絡事項
1） 渉外委員会
・先週の木曜日で小野賞の推薦を締め切りました。皆さま

のおかげで、12～3名の推薦をいただきました。この後、
表彰委員会で諮問し、来月の理事会で承認をいただきた
いと思っていますのでよろしくお願いします。

2） 学術教育委員会
・来週11日（水）に第44回ワンコインセミナーを開催しま

す。場所は三鷹で「学術教育が行く入会促進」平成27
年度の第1回目となります。3月号の会誌に掲載しました
が、申し込みが少ない状況です。ぜひ、各地区で広報を
お願いします。テーマは基本的な胸部撮影で咳をしてい
る時の写真の見方など臨床的な画像所見を紹介しますの
で、よろしくお願いします。

3） 厚生調査委員会
・各地域の医療施設（データベース）のメンテナンス用資

料を送信しましたが、不具合がありうまく送れなかった
ため再送信いたします。各地区施設の住所や名称のメン
テナンスをおこない返信をお願いします。

4） 情報委員会
・情報公開ということで公益社団法人になってからの事業

報告および事業計画をホームページに掲載しました。ホ
ームページ上の事務所概要のところから閲覧できます。

・6月に開催される関東甲信越診療放射線技師学術大会の
バナーをホームページ上に作成いたしました。大会のホ
ームページにリンクするように掲載されていますので、よ
ろしくお願いします。

5） 編集委員会
・皆さまのご協力を得まして印象記を多数、会誌に掲載す

ることができました。謝礼となりますクオカードをお配
りしますので、合併号以降に掲載した、城東支部、城北
支部、第6地区、第4地区、第12地区の委員長は、後ほ
ど理事会終了後にまとめてお渡します。

6） 総務委員会
・各支部から総会実行委員を選出していただき、合計15名

となりました。第1回総会実行委員会を5月22日（金）に
開催いたします。委員の方々にはこちらから連絡いたし
ます。

・日本診療放射線技師会の総会が6月6日（土）に開催さ
れますが、東京診療放射線技師会から総会職員の選出を
依頼されると思われます。支部から1名ずつ推薦をお願
いします。正式に依頼がありましたらお知らせしますの
で、よろしくお願いします。

・日本診療放射線技師会からの給料のアンケート調査が1
か月延長され、各都道府県へ協力要請がきています。大
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切なアンケート調査なので、ご協力お願いします。3月
20日（金）までとなっています。アンケートの返信用封
筒を後でお配りします。

・年度末となりますので3月31日を目標に事業報告の提出
をお願いします。また、参加人数の内訳に注意して記載
をお願いします。終わっている事業に関しては、早めに
提出していただけると、まとめるのに助かります。

7）広報委員会
・ピンクリボンウォークについて、例年3月の末でしたが、

今年は4月5日（日）に日比谷公園で開催いたします。ま
た、5月には看護フェスタが土曜日に開催されますので、
ご協力お願いします。

8）篠原会長
・総務の石田委員長より来年度の最新版の事業計画表が配

信されたと思いますが、その中で東京都診療放射線技師
会の事業ではないですが、日本診療放射線技師会の事業
としてＸ線発見120周年の記念式典、講演会ならびに祝
賀会を6月5日（金）に予定しています。首都圏の多くの
技師会員の皆さまに参加してほしいと依頼があると思い
ますので、ご協力お願いします。また、翌日は日本診療
放射線技師会の総会と続きますが、ご協力よろしくお願
いします。

江田理事：Ｘ線発見120周年の記念式典の会場は、パレス
ホテルとなります。また、特別講演に自治医科大学附属
病院の病院長をお招きします。

9） 城西支部

・3月19日（木）に城西支部研修会を東京医科大学病院で
開催します。事前登録が少ないので、皆さまのご協力お
願いいたします。

その他
平瀬理事：先月の理事会にて承認された第3地区の新地区

委員の方が日本診療放射線技師会を未納退会されていま
した。現在、メールで確認をおこなっています。また、
日本診療放射線技師会および東京都診療放射線技師会の
両会に入会するようメールで依頼しています。

野口理事：先月の理事会で承認されましたが、保留とさせ
ていただきます。また、状況確認し、動きがありました
ら対応します。

篠原会長：現在、東京都を含め地方の技師会と日本診療
放射線技師会と両方に入会するスタンスで動いています
ので、地区委員の方がどちらかだけということは好まし
くありません。理事会としても本人に納得してもらい両
会に入会して地区委員としてご活躍いただきたい。

今後の予定
年度末になります。予定表（添付ファイル）の確認をお
願いします。ファイルは随時更新していますが、ブッキ
ングや間違えなどがあれば、石田総務委員長までご連絡
ください。

以上
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平成26年度2月期　会員動向 （平成27年2月） 



東京放射線 2015.5 Vol.62  No.728 69



70 東京放射線 2015.5 Vol.62  No.728



東京放射線 2015.5 Vol.62  No.728 71

69



コニカミノルタヘルスケア(株) 

(株)ジャパン・メディカル・ブランチ 

東京電子専門学校 

東芝メディカルシステムズ(株) 

(株)日立メディコ 

富士フイルムメディカル(株) 

(株)森山X線用品 

 

 

 

 

編集スタッフ

浅沼雅康

内藤哲也

岩井譜憲

森　美加

中谷　麗

柴山豊喜

平田充弘

高橋克行

東京放射線　第62巻　第5号
平成27年５月９日 印　刷（毎月１回１日発行）

平成27年５月11日 発　行

発 行 所 東京都荒川区西日暮里二丁目22番1 ステーションプラザタワー505号

〒116-0013 公益社団法人 東京都診療放射線技師会

発 行 人 公益社団法人 東京都診療放射線技師会

会　　長　篠　原　健　一

編集代表　浅　沼　雅　康

振替口座　00190-0-112644
電　　話　東京（03）3806-7724 http://www.tart.jp/

事務所 執務時間　月～金 9：30～17：00
案　内 ただし土曜・日曜・休日・祭日および12月29日～1月4日までは執務いたしません

電　話・FAX 東京（03）3806-7724

みな さ ん は F a c e b o o k や

Twittre, LINE等のSNSを利

用されていますでしょうか。

携帯やスマホを利用して簡単にコ

ミュニケーションがとれるツール

として広く普及しています。リア

ルタイムで情報交換が出来て物理

的な距離にとらわれずにコミュニ

ケーションがとれるため、便利で

楽しいのですが、ある意味個人情

報がダダ漏れ状態である事も事実

です。そのため使い方一つで家庭

や職場に大きな影響を与えること

があります。

トラブル例としては、某コンビ

ニエンスストアで従業員が売り場

のアイスクリームケースに寝そべ

った画像をFacebookに投稿。その

後該当店舗はフランチャイズ契約

を解除され閉店せざるを得なくな

りました。当人はちょっとしたイ

タズラのつもりだったのかもしれ

ませんが、社会に与えた影響はそ

れこそ想定外だったでしょう。投

稿した本人も経営者もこれで人生

が大きく変わってしまったことで

しょう。

SNS自体は大変便利で楽しいこ

ともたくさんあります。上手に利

用すれば仕事に活用することも出

来ますし、技師会活動を活発にす

ることも出来ると思います。おそ

らくそれぞれの職場でSNSの利用

規程やガイドラインが定められて

いるかと思います。それを守って

SNSを有効に活用しましょう。

〈すえぞう〉


